
IKOBE 
---
▼-` 

日[】 月
]
旦

発行所神戸商工会議所

(〒650神戸市中央区港島中町6-1 岱078-303-5812)

印刷所 大神印刷株式会社

平成7年8月10日 第66号（毎月10日発行）定価 1部50円

構読料は会費に含まれています。（平成2年6月22日第3種郵便物懃可）

「̀̀  ̀ `  ̀ ̀ --̀  ----------̀  --̀  ̀ ̀ `；邑
； ポートライナー全線再開 i 

： ～本所へのご来館が便利になりました～ ： 
, 0震災後不通となっておりましたボートライナーは 7
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協議会の推進大会に400名が集った(=7月27日東京全日空ホテル）

同
泣
議
会
は
、
被
災

地
に
所
在
す
る
経
済
団

体
、
企
業
な
ど
を
中
心

に
構
成
。
会
長
に
本
所

牧
会
頭
、
副
会
長
に
は

壺
坂
兵
庫
県
・固
工
会
連

合
会
会
長
、
大
塚
兵
庫

県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
会
長
、
林
兵
庫
県
経

営
者
流
会
会
長
、
砂
野

（社）
神
戸
経
済
同
友
会

代
表
幹
事
、
小
畠
（
社
）

兵
庫
工
業
会
会
長
が
就

任。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
半
年
が
経
過
し
、
被
災
地
で
は
復
旧
へ
の
取
り
組
み
が
急
ビ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
長
引
く
不

況
や
急
激
な
円
高
が
震
災
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
中
、
産
業
界
が
震
災
前
の
活
力
を
取
り
戻
し
、
本
格
的
な
復
興
を
遂
げ
る
た
め
に

は
、
今
後
さ
ら
に
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
産
業
界
一
丸
と
な
っ
て
強
力
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
去
る

七
月
二
十
七
日
に
、
本
所
を
は
じ
め
被
災
地
の
産
業
界
が
中
心
と
な
っ
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
推
進
協
議
会
（
会
長
11
牧
兵

庫
県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
神
戸
商
工
会
議
所
会
頭
）
を
設
立
し
、
東
京
に
お
い
て
推
進
大
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
小
里
震
災

対
策
担
当
大
臣
、
野
坂
建
設
大
臣
な
と
関
係
大
臣
や
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、
各
省
庁
の
幹
部
な
と
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
約
四
百

名
の
関
係
者
が
集
い
、
復
興
に
向
け
た
地
元
産
業
界
の
決
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
、
さ
ら
な
る
支
援
策
の
実
行
を
強

く
求
め
た
。

醐
工
会
、
主
要
業
界
団
体
の
代

表
者
が
就
任
し
、
産
業
界
を
挙

げ
た
推
進
体
制
を
敷
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
協
議
会
の
顧
問
と

し
て
、
貝
原
知
事
、
笹
山
神
戸

巾
長
、
石
田
媒
議
会
議
長
、
中

村
神
戸
巾
会
議
長
、
地
元
選
出

国
会
議
員
や
、
関
経
連
、
大
阪

商
工
会
議
所
な
ど
閃
西
の
主
要

経
済
団
体
、
被
災
地
の
各
首
長
、

議
会
議
長
な
ど
を
迎
え
て
い
る
。

協
議
会
は
、
地
元
産
業
界
に

よ
っ
て
結
成
し
た

「
産
業
復
興

会
議
」
が
ん
に
と
り
ま
と
め
た

「
産
業
復
興
計
画
」
の
自
谷
体
化

を
通
じ
た
咤
業
の
早
期
復
興
に

向
け
、
政
府
へ
の
陳
情
要
望
活

動
や
広
報

P
R
事
業
を
実
施
す

る
母
体
と
な
る
。

推
進
大
会
で
は
、
冒
頭
、
牧

会
長
が
「
産
業
の
早
期
復
興
に

向
け
、
地
元
産
業
界
自
ら
が
勇

を
鼓
し
、
企
業
家
精
神
を
発
揮

し
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

参
る
所
存
で
あ
る
が
、
地
元
の

自
助
努
力
に
加
え
て
、
規
制
緩

和
や
公
共
投
資
の
重
点
配
分
な

ど
、
従
来
の
枠
を
越
え
た
国
の

忠
い
切
っ
た
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
引
き
続
き
、

地
元
来
賓
を
代
表
し
、
旦
原
知

事
、
笛
山
神
戸
市
長
、
原
健
三

郎
衆
議
院
議
員
が
あ
い
さ
つ
を

束
で

行
っ
た
。
そ
の
後
、
産
楽
復
興
に
向
け

て
地
元
か

一
致
協
力
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
決
意
す
る
と
と
も
に
、

国
に
対
し
、
公
共
事
業
費
の
大

幅
な
拡
充
や
震
災
関
連
特
別
枠

の
設
定
、
公
的
規
制
の
緩
和
、

金
融
税
制
上
の
優
遇
措
置
な
ど
、

万
全
の
支
援
を
要
請
す
る
こ
と

を
大
会
ア
ビ
ー
ル
と
し
て
採
択
し

こ。t
 最
後
に
、
政
府
来
賓
を
代
表

し
、
士
井
衆
議
院
議
長
、
小
里

震
災
対
策
大
臣
、
野
坂
建
設
大

臣
、
井
出
序
生
大
臣
、
玉
沢
防

衛
庁
長
官
、
田
中
科
学
技
術
庁

長
官
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
。
こ
の
中
で
、
小
里
震
災
対

策
担
当
大
臣
は
「
裏
災
に
閃
す

る
施
策
と
予
箕
は
聖
域
で
あ
り
、

政
府
を
挙
げ
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
述
ぺ
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
に
は
、

牧
会
頭
ほ
か
協
議
会
役
員
が
、

村
山
総
理
、
閃
係
大
臣
、
各
省

庁
幹
部
な
ど
に
陳
情
を
行
い
、

採
訳
し
た
大
会
ア
ピ
ー
ル
に
添
ぇ

て
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

な
お
同
協
議
会
で
は
、
産
業

復
興
計
画
の
早
期
実
現
を
願
う

産
業
界
の
声
を
結
集
し
、
強
力

に
ア
ビ
ー
ル
し
て
い
く
た
め
、
会

＇ 
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震災後初めて大型コンテナ船の進水式が行われた
三菱重工神戸造船所

員
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

（年
会
貨
一
口
五
千
円
）
〔
2
面

に
募
集
要
項
掲
載
〕

お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
協
議

会
事
務
局
（
本
所
企
画
部
内
｛

0
7
8

•
3
0
3
.
5
8
0
0
)
ま
で
。

バ
ザ
ー
ル
や
展
示
会
で
復
興
を

P
R

今

秋

響

を

開

催

去
る
七
月
ニ
ト
一
日
、
第
一

回
「
国
際
港
都

・
神
戸
復
興
辰
」

実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
十

一
月
三
日
（
祝
）
、
四
日
（
上
）
、

五
日
（
日
）
の
＿―-
日
間
、
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
国
際
展
示
場

で
、
同
復
興
辰
を
開
催
す
る
こ

と
が
了
承
さ
れ
た
。

国
際
港
都
・
神
戸
復
興
展
は
、

本
所
が
先
般
発
表
し
た

「
新
・

神
戸
経
済
創
成
プ
ラ
ン

』

に
お

い
て
、
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一っ
と
し
て
提
案
し
た
も
の
。

神
＿）
の
特
色
あ
る
産
業

・
聡

品
を
一
堂
に
集
め
、
大
バ
ザ
ー

ル
や
展
示

・
紹
介
を
適
じ
て
、

神
戸
経
済
の
復
興
状
況
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、

神
戸
商
品
の

P
R
・
販
売
促
進

(
B
u
y
k
o
B
E
)
と
来

神
客
の
誘
致

(
W
E
L
C
O
M

E
T
O
K
O
B
E
)
に
よ

り
、
神
戸
の
街
を
活
気
づ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

実
行
委
員
会
は
、
委
員
長
と

し
て
太
田
本
所
副
会
頭
が
就
任
、

本
所
の
関
係
副
会
頭

・
部
会
長

を
は
じ
め
市
内
の
関
係
柴
界
団

休
や
神
戸
海
運
監
理
部
、
兵
庫

県
、
神
戸
市
、
さ
ら
に
近
畿
商

工
会
議
所
連
合
会
、
（
社
）
関
西

経
済
連
合
会
の
代
表
者
ら
て
構

成。
今
後
は
、
同
委
員
会
の
企
画

小
委
員
会
で
具
体
的
プ
ラ
ン
の

検
討
を
進
め
、
各
方
面
に
山
展

を
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
に
な
っ

こ。
ナ
な
お
、
こ
の
復
興
展
は
、
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
特
別
競
争
の
収
益

金
か
ら
拠
出
さ
れ
た
阪
神

・
淡

路
大
震
災
復
興
支
援
資
金
の
助

成
を
受
け
て
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
（
詳
細
は
4
面
）
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◎
復
興
に
か
け
る

◎
本
所
調
査
結
果

◎
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ウ
ー
ク
K
O
B
E

◎
商
店
街
・
小
売
市
場
％
が
再
開

(
2
面）

(
3
面）

(
5
面）

(16
面）
汲

い
ろ
ん
な
暮
ら
し
が
あ
っ
て
、

誰
も
が
、
も
っ
と
素
敵
な
今
H
と、

も
っ
と
素
晴
ら
し
い

明
日
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
そ
ん
な
ひ
と
り
ひ
と
り
の
た
め
に
、

親
身
に
な
っ
て

お
役
に
立
ち
た
い
と
顧
っ
て
い
ま
す
。

地
球
サ
イ
ズ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

ワ
イ
ド
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
情
報
力
で
、

地
域
社
会
と
の
親
密
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
っ
と
、
あ
な
た
の
未
来
に

大
き
な
夢
を
咲
か
せ
た
い
。

私
た
ち
は
、
さ
く
ら
銀
行
で
す
。

ヽ
さくら銀行

゜
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ー
ま
ず
、
神
戸
市
建
築
協
力
会

が
行
わ
れ
た
災
害
復
旧
活
動
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

神
戸
市
建
築
協
力
会
に
は
、

自
然
災
害
な
ど
の
不
測
の
事
態

に
効
果
的
な
初
期
災
害
救
助
を

実
施
す
る
こ
と
を
自
的
に
『
災

害
奉
仕
隊
』
が
組
織
さ
れ
て
お

り
、
平
時
よ
り
防
災
訓
練
や
緊

急
時
の
連
絡
な
ど
の
訓
練
を
積

み
重
ね
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
同
は
予
想
を
は
る
か
に
超
え

る
地
震
か
発
生
し
、
交
通

・
通

信
網
ま
で
が
寸
断
さ
れ
ま
し
た

の
て
、
初
動
の
遅
れ
か
生
じ
た

こ
と
は
残
念
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
当
日
よ
り
リ
レ
ー
方
式

で
何
と
か
連
絡
を
取
り
、
活
動

で
き
る
企
業
か
ら
か
れ
き
の
撤

去
な
と
の
救
援
活
動
を
行
い
、

同
時
に
「
災
害
対

[
[
〗
パ復
r
l
F
i

ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
組
織
的
に
、
救

援
物
賓
の
配
送
、
道
路
を
ふ
さ

ぐ
建
物
の
解
体

・
撤
去
、
住
宅

・

学
校
な
ど
の
応
念
処
置
や
被
害

調
査
な
と
を
中
心
に
活
動
し
ま

し
た
。
多
く
の
会
員
会
料
の
社

屋
や
従
業
員
か
被
災
し
て
い
る

な
か
で
、
円
頃
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
て
く
れ
た
こ
と
に
対

し
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ー
そ
の
後
は
と
ん
な
活
動
を

神
戸
市
の
要
請
に
よ
り
、
住

宅
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
た
の
を
は
じ
め
、
商
工
会
議

所
と
も
迪
携
し
て
事
業
用
建
物

に
閃
し
て
も
多
数
相
談
に
応
じ

ま
し
た
。
現
在
は
、
市
営
住
宅

の
復
旧
に
全
会
員
総
力
を
挙
け

て
対
応
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
神
戸
市
住
宅
供
給

公
社
が
主
催
す
る

「
神
戸
復
興

住
宅
メ
ッ
セ
」
に
も
参
加
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
か
一
円
で
も

早
く
住
宅
の
再
建
が
で
き
る
よ

う
、
全
力
を
つ
く
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
元
の
業
者

か
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
外
か
ら

や
っ
て
き
た

一
部
の
悪
質
な
業

者
を
締
め
出
す
こ
と
に
も
一
役

買
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

ー
か
れ
き
の
解
体
・
処
理
の
見

通
し
は
現
在
は
巾
内
を
約
四
百
三
十

に
分
割
し
、
区
画
こ
と
に
建
物

の
解
体

・
撤
去
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
非
常
に
効
率
よ
く
作
業

か
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
七
月
末
ま
で
に
約
七
割

が
、
十
二
月
ま
で
に
は
約
八
割

以
上
の
解
体
が
終
了
す
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
処
分
場

へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
も
、
関
係

ご
当
局
の
努
力
に
よ
り
ず
い
ぶ

ん
改
善
さ
れ
、
作
業
ス
ビ
ー
ド

は
格
段
に
早
く
な
り
ま
し
た
。

ー
今
後
の
復
興
へ
向
け
た
課
題

や
行
政
へ
の
要
望
は

兵
庫
県
が
策
定
し
た
「
ひ
ょ

う
ご
住
宅
復
興
三
ヵ
年
計
幽
」

で
は
、
今
後
一
二
年
間
て
官
民
合

計
で
県
下
に
十
二
カ
石
千
戸
の

建
設
を
計
画
し
て
お
り
、
平
成

七
年
度
中
に
も
一
カ
石
千
戸
を

建
設
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
た
け
大
量
の
住
宅
を
供
給
す

る
た
め
に
は
、
多
く
の
課
起
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
職
人
の
確
保
て
す
。

人
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
よ
う
に
全
国

か
ら
職
人
を
集
め
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
市
内
の
職
人
で
と
こ

ま
で
対
応
で
き
る
の
か
、
現
在

他
府
県
へ
の
応
援
も
含
め
、
対

策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す。

二
点
目
は
、
資
金
的
な
問
題

て
す
。
蔑
災
以
来
、
会
員
各
叶

は
当
然
の
役
目
と
し
て
解
体
あ

る
い
は
復
旧
工
事
に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
か
、

一
方
で
本
来
の
仕
事
量
は
激
減

し
て
お
り
、
資
金
繰
り
は
厳
し

い
状
尻
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
復
興
需
要
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
現
況
に
則
し
た

発
注
で
あ
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
い
る
次
第
で
す
。

『
一
点
目
は
、
ど
の
業
界
に
も

―-i-＝
え
る
こ
と
で
す
が
、
公
共
エ

事
は
、
で
き
る
だ
け
地
元
業
者

に
発
注
を
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
震
災
で
は
、

人
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
技
術
や
大
規

模
な
支
援
に
よ
っ
て
復
旧
ス
ビ
ー

ド
が
早
ま
っ
た
こ
と
に
は
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

神
戸
経
済
の
復
興
を
支
援
す
る

意
味
で
、
で
き
る
だ
け
地
元
業

者
へ
の
発
注
を
心
が
け
て
項
＜

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ー
今
後
神
戸
経
済
の
復
興
・
再

生
に
向
け
て
何
か
ア
イ
デ
ア
か

あ
れ
ば
。

少
し
矛
晒
す
る
点
も
あ
る
の

で
す
が
、
復
興
を
急
ぐ
あ
ま
り

今
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
美
し

い
神
戸
の
都
市
イ
メ
ー
シ
を
壊

す
よ
う
な
こ
と
は
し
た
く
な
い

で
す
ね
。
神
戸
は
二
年
前
か
ら

「
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
都
市
」

を
標
榜
し
、
世
昇
か
ら
も
美
し

い
街
と
評
価
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
震
災
を
機
に
、
さ
ら
に
立

派
な
街
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と

言
わ
れ
る
よ
う

雇
が
加
3
[
[
[
〗
[
[

ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
意
味

で
私
た
ち
建
設
業
界
の
果
た
す

べ
き
責
任
は
野
大
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

ー
最
後
に
何
か
P
R
が
あ
れ
は

＿
つ
お
客
様
に
感
謝
し
た
い

こ
と
は
、
今
回
の
地
震
で
施
工

に
関
す
る
苫
情
や
ト
ラ
ブ
ル
は

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
は
る
か

に
少
な
く
、
皆
様
「
こ
れ
だ
け

の
地
震
が
あ
っ
た
の
た
か
ら
仕

方
か
な
い
」
と
ぐ
っ
と
我
慢
を

し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
は
、
本
当
に
頭
が
下
が
る
思

い
で
す
。
や
っ
と
お
得
窓
先
の

本
格
的
な
復
旧

・
復
興
作
業
に

取
り
か
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

今
、
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
こ

た
え
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
神

戸
の
街
か
さ
ら
に
美
し
く
牛
ま

れ
変
わ
る
よ
う
、
復
興
へ
向
け

て
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ

閂言いが~: っ｀ 釜
吋只9-＼’マ
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市建築協力会会長
建設閥 取締役社長）

勇
送む咲ぷよ也粒必む必宜料臼窃必む〇

K
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E
C
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N
G
（
海
外
進
出
企
業
懇
詰
会）

は
、
平
成
一
一年
四
月
の
発
足
以

来
四
年
間
、
現
地
化
に
伴
っ
て

生
じ
る
ト
ラ
フ
ル
や
諜
題
に

つ

い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
解
決
の
ヒ

ン
ト
を
相
互
に
捉
供
し
あ
う
と

い
う
情
報
交
流
組
織
と
し
て
店

動
し
て
き
た
。
発
足
五
年
目
を

迎
え
る
に
あ
た
り
去
る
七
月
六

口
、
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
に
的

を
絞
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞

催
し
た
。

は
じ
め
に
、
吉
原
神
戸
大
学

経
済
経
営
研
究
所
長
よ
り
、

「
ア
ジ

ア
進
山
の
成
功
要
因
を

考
え
る
」
と
願
し
、
基
調
講
演

が
あ
っ
た
。
こ
の
後
打
わ
れ
た

成
長
の
ア
ジ
ア
へ

S
企
業
進
出
の
う
ら
お
も
て

S

雑収入 106. 2 
(4. 3 %） --

会館運営［頓科など］
787. 1 
(31. 8%) 

収入
2,474.9 
百万円

275. 1 
(l l. 1%) 

特定退職金 ・,.11111111
生命共済事業
［穂罰ど］

会費 ・加入金
・負担金
627. 2 
(25. 3%) 

.... .. ........... 

： 消及事業［各種参圃科鯰‘:
276. 4 
(1 1. 2 %） 
•••• • •••• •••• 

”““““処・.・.・.
金
402.8 
3 

注）上記は、 一般会計、
生命共済等特別会計、

•• ••••••• 
•• ••••••••••••• 

••••••••••••• • •••• 
••• • ••••••• ．．．．．．．．．．． ... 

点共通管坪費 ：
. ・. ・. •, 3 5 1. 8 : • • • : : : : ： ： ： ： （1 6.6 %） ： : 
・ • ・ : ・ : ・ : • : ・ : ・ : • : ・ : • : ・ : ・ : ・ : ・ -. 

• 2. • : • : • : • : • : • : • • 

・.・.:-; 
支出
2,122.0 
百万円会館運営

605.4 
(28. 5%) 

特定退戦魚・
生命共済事業
110. 9 (5. 2%) 

商工振興事業[7 7,Iiaソ，商工業恨腿，7レ，・タュ了11直杭，
230. 8 (10, 9%） 産姜復興支援事羹などl
人材育成事業［各恥ミナー，検定など］
入 102.7 (1. 8%) 
調査 ・広報事業［脳醗・麒認発hなど］
) 131. 9 (6. 2%) 
部会委員会事業［国椴伯戦臆幅lなどi
60. 7 (2. 9%) 
その他事業憎踪騎醒庸全員交蒻羹などl
59. 9 (2. 8%) 

一般事業
586.0 
(27. 6%) 

改善普及事業［帳齢駁翻夏J
67.8 

経営改善普及事業等特別会計、特定退職金共済特別会計、
会館運営特別会計の 5つの事業会計の単年度収支の合計。

平
成
六
年
度

神
戸
商
工
会

収
入
は
、
年
度
前
半
の
会
員

増
強
運
動
や
議
員
改
選
に
よ
る

会
費

・
負
担
金
の
収
入
増
が
あ
っ

た
も
の
の
、
不
汎
に
よ
る
講
習

会
参
加
者
の
減
少
や
出
版
物
販

算

概

要

、lll鴫 r.： ll._ _＿_ 
海外進出のノウハウが満載
KOBEC MEETING 

売
な
と
の
減
少
に
加
え
、
阪
神

・

淡
路
人
震
災
の
発
生
に
よ
る
各

種
セ
ミ
ナ
ー
や
検
定
な
ど
通
常

事
業
の
延
期

・
中
止
や
会
館
テ

ナ
ン
ト
料
の
減
免
な
ど
が
加
わ

り
、
単
年
度
収
入
額
は

二
十
四

億
七
千
唱
日
万
円
と
な
り
、
予

算
を
一
千
万
円
下
同
っ
た
。

一
方
、
支
出
は
、
管
理
費
を

中
心
と
し
た
経
聾
削
減
、
事
務

の
合
理
化
な
ど
に
加
え
、
大
震

災
以
降
、
会
員
事
業
所
の
被
災

状
況
調
査
や
各
種
要
望
活
動
な

ど
地
元
産
業
の
復
旧

・
復
興
事

業
へ
中
心
事
業
を
変
更
し
た
た

め
、
平
年
度
支
出
は

―
―ー

一
億

二
千
―

―白
万
円
と
予
算
を

二
千

二
百
万
円
下
回

っ
た。

こ
の
結
果
、
収
支
差
額
一＿一億

五
千
二
百
万
円
は
、
産
業
復
興

支
援
事
業
の
推
進
及
び
、
本
所

披
災
設
備
の
修
繕
な
ど
七
年
度

以
降
の
事
業
展
開
の
た
め
繰
り

越
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
本
懇
話
会
の
会
員
企
業
で

あ
り
、
実
際
に
ア
ジ
ア
進
出
に

成
功
し
て
い
る
（
株
）
ア
ン
ッ
ク

ス
の
植
月
常
務
、
（
株
）
村
元
エ

作
所
の
小
浦
部
長
、
（
株
）ワ

ー

ル
ト
の
板
垣
部
長
、
日
本
出
版

企
画
（
株
）
の
高
森
社
長
か
。
ハ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
。
許
認
可

な
ど
を
有
利
に
進
め
る
た
め
の

役
所
と
の
付
き
合
い
方
な
ど
各

社
の
進
出
化
で
の
ま
さ
に
”
う

ら
事
間
を
中
心
に
、
海
外
戦

略
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な

く
、
日
本
的
経
営
・
円
本
的
企

業
文
化
と
現
地
と
の
関
係
な
ど

ソ
フ
ト
血
に
つ
い
て
も
活
発
な

討
論
か
行
わ
れ
た
。

震災後、半年を経た現在、産業界は徐々に明るさを取り戻しつつありますが、一円も早く本格的な産業復興を実現するためには、
産業界が一丸となって復興に向けた取り組みを進めていく必要があります。

こうした観点から、当協議会は、被災地の臨業界を中心に結成された産業復興会議（座長 牧兵庫県商工会議所連合会 ・神戸商工会議所会頭）

「痒業復興計画」の推進等を通じ、被災地 における産業の早期復興を図ることを目的に7月27日に設立されました。（本紙 1面記事をご覧下さい。）
復興にかける廊業界の熱意を結集し、 中央に支援を強力に働きかけていくためにも、 1社でも多くの企業、団体のご協力か不可欠であります。 牌様方におかれまし
ても当協議会にご入会を賜りますようお願い申し上げます。 r-------------------------------------―ーーキリトリ線—------- --------------------------------

： 阪神・淡路大震災復興推進協議会事務局行(FAX078-303-2310) 

ょヽ（ 入＝
： 阪神・淡路大震災復興推進協議会の趣旨に賛同し、入会を申し込みます。

！ また、次の通り会費を負担することを承諾 します。

： 

国及び地元行政との協力の下、

が策定した

〔協議会の概要〕

会 長 牧 冬彦兵庫県商工会議所連合会・神戸面工会議所会頭

会員数 803会員（平成7年 7月27日現在）
募集内容 1. 国等への陳情要望活動

2.広報宣伝活動ー復興ニュース（仮称）の発刊など
3.講演会の開催
4.その他

-- - r r＜彎叫' -’’"’ — r 9 , ~ I 』・ ェ 」「 エ 叫’•一99i ]9 、応9 9 199 、··~--·"" 、~ '~ J .[9~ J』_,,、広＇’'9-に 999’• エ エ ぷ 』l~ 上 99999 r .99~ 今 」~ J ,． J ,999 、~’ ’’’ r r 

〔会 費 〕年会費 1口 5, 0 0 0円
ご負担頂ける口数と金額を申込書にご記入下さい。

右記の申込書に必要事項記載のうえ、事務局（神戸商

工会議所企画部）まで FAXにてご送付下さい。

〔加入申込 〕

阪神・淡路大震災復興推進協議会事務局（神戸商工会議所企画部）

〒650神戸市中央区港島中町6丁目 1番地
TEL 078-303-5800 FAX 078-303-2310 

連絡先

※
 

申 込 書 ）
 

会費 口 （
 

円）

平成7年
（フリガナ）

貴 社名

（フリガナ）

代表者役職・氏名
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ................................................................ 

所在地

月 日

. • --.. ・ ・. -.........．..‘‘.．.. -. -.. --.．．． 

電話
.......................... 

担当者役職・氏名

FAX 
← ← ← ←... --.....．...言-•..... -... -...．....．.言-....．”←言・→ー・會--...っ..言." -. • 

当協議会からの郵便物等はご担当者宛に送付させて頂きます。



(3) KOBE会議芹ニュース （平成 2年 6月22日第3種郵便物認可） 平成 7年 8月10日

仁`―`` ｀̀̀ ----` ｀`̀ ``̀-``ー一、， 被災者のための合同就職面接会 ， ＇ 
: ~1o1m·,,;,\il1.-1*1., #celt?t-&,l,.d, t,, ;,, +・i1!:'¥H1cm-r.;s;, : 

＇ 
今同の疲災に伴い、失業を余儀なくされた被災者の方を＇ 対象 （来呑学卒者は除く ）に本所 ・兵庫県経営者協会 ・兵 ； 

¢ 庫県労働部 ・ハローワークの共催による就峨面接会を開催 ¢ 

9 しますa I人ても求人をお考えの企業はぜひご参加下さい。 9 

',  9 日 時 9月28日（木）午後 1時 ー3時 9 ’ 場 所 兵膨県私学会館 (JR元町釈東口山側l50m) ＇ ，ヽ 参加資格 面接会において募集する求人内容をすでに公共 ＇ ＇ 職業安定所に届けている、またはこれから必ず ； ＇ 届け出る事業所 9 
：定員 4041 : 

＇ 
（申し込み多数の場合は抽選とさせてJ頁きます）

， 参加費 無料 ： 
9 【申し込み・問い合わせ先】 ヽ’ 8月25日 （金）までに神戸賄工会議所産業部 ’ 
＇ , （岱303-:-5805)までご連絡下さい。申込古を送 ： 
＇ 付します。 9 

’`--``~̀```--`` ‘,＇ノ
0000000000000000 
a76543211234567 （ 
同答率

ドー ロ口「上昇J 回答 1:3 SI値
「下降J回答 実績値＿ト
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平
成
六
年
度
の
売
上
高
実
績

に
つ
い
て
は
、

「
減
少
」
同
答

が
四
八

・
六
％
と
約
半
分
を
占

め
、
扉
常
に
減
少
」
の
一

O

・

二
％
を
含
め
る
と
石
八

・
八
％

と
な
っ
た
。

一
方

「増
加
」
は

一
三

．
0
％
で
「
非
常
に
増
加
」

0
．
七
％
と
合
わ
せ
て
も
全
体

の
四
分
の
一
に
も
満
た
な
か
っ

こ
。
ナ
地
区
別
に
み
る
と
、

「
非
常

に
減
少
」
の
回
答
は
『
神
戸
市
」

―二
＿•
四
％
が
最
も
高
く
、

『
神
戸
市
を
除
く
阪
神
淡
路
被

災
地
（
以
下
ー
阪
神

・
淡
路
地

区
）
」
は
一O
•

'I
%、

『そ
の

他
の
県
下
』
は
五

・
六
％
と
な
っ

こ。f
 ま
た
、

利
益
は
、
平
成
六
年
度
の
経
常

「
減
少
」
回
答

一
五

・

平
成
六
年
度
決
算
及
び
現
在
の

経
営
環
境
に
関
す
る
調
査
結
果

十

一月
期
に
は
同

一
・
八
と
。フ

ラ
ス
に
転
じ
、
紅
沐
に
な
っ
て

よ
う
や
く
自
社
業
況
は
持
ち
直

す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

業
種
別
に
み
る
と
、
四
ー
六

月
実
績
で
は
客
足
の
遠
の
い
た

ホ
テ
ル

・
レ
ジ
ャ
ー
、
繊
維
・

繊
維
製
品
に
お
い
て

B
S
1
値

か
△
一
五

・
O
と
な
っ
た
他
、

窯
業
・
—

石
、
木
材
・
木製
品
、

紙

・
パ
ル
プ
、
海
運
な
ど
で
も

B
S
I
値
が
マ
イ
ナ
ス

―
i
O
を

超
え
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
か

続
い
て
い
る
。

一
方
、
神
戸
港
の
復
lO
や
需

要
の
回
復
に
よ

っ
て
、
貿
易
、

港
湾

・
倉
庫
、
小
売
業
、
食
料

品
な
ど
で
は

B
S
l
値
が
プ
ラ

ス
に
転
じ
、
先
行
き
に
お
い
て

も
プ
ラ
ス
推
移
と
な
り
立
ち
直

り
の
動
き
を
み
せ
て
い
る
。

七
％
か
晟
も
多
く
、
「
非
常
に

減
少
」

一
八

・
八
％
を
合
叶
す

る
と
、

五
四

・
五
％
と
過
半
数

が
減
益
と
な
っ
た
。
地
区
別
て

は、

「
神
戸
市
」

と

『
阪
神

・

淡
路
地
区
」
の

「非
常
に
減
少
」

と
の
回
答
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ

二

下

・
七
％
、
一
七
・
六
％
と

「
そ
の
他
の
県
下
」
の
九

・
八

％
と
比
較
す
る
と
高
く
、
震
災

に
よ
る
影
響
か
色
濃
く
顕
れ
て

い
る
。次に
、
衷
災
後
の
売
り
上
け

・

牛
産
高
の
回
復
の
程
度
に
つ
い

て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「一

0
0

％
回
復
」
と
の
回
答
が
最
も
多

v
-i＿八
・
三
％
、
次
い

で
、
回

復
の

一
歩
手
前
に
あ
る
と
い
え

る
「
九

0
ー
九
九
％
の
回
復
」

か
ニ
―

・
九
％
、
「八
O

I
八

九
％
の
回
復
」
がニ
―
-•九
％

非常に減少 (102%) 
非常に増加 (07%) 
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増力LI(22 0%) 

590 
企業

減少 (486%) 

【平成6年度の売上高実績】

な
お
、
「
必
要
な
し
」
の

碑

由
と
し
て
は
、

「す

で
に
資
金

調
達
は
完
了
し
た
」
と
す
る
も

の
以
外
に

「返
済
負
杞
も
増
え

る
の
で
、
こ
れ
以
上
借
り
人
れ

し
な
い
」
と
い
う
回
答
も
多
数

み
ら
れ
た
。
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不変 (185%) 

6年
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【自社業況の総合判断】
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平成六年度

上
高
＠
と
も
に

釦
般
、
本
所
が
実
施
し
た
第

九
ー
ニ
匡
経
営
経
済
動
向
調
告

面
杏
時
点
は
平
成
七
年
六
月

県
下
に
本
社
を
有
す
る
企
業
千

――
＿白
社
を
対
象
に
実
施
、
匡
答

率
は
四
七
・

O
%
）
に
よ
る
と
、

平
成
七
年
四
ー
六
月
期
の
国
内

景
気
は
、
「
上
昇
」
一

n
.o

％
、
「
下
降
」
一
五

・
五
％
、

B
S
I
値
△
五

．
＝―-
と
な
り
、

前
期
（

一
ー

ニ
月
期
）
の
△

一

ji
.
-
＿％
と
比
較
す
る
と
や
や

改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
停
船
気
味
で

推
移
し
て
い
る
。

先
行
き
七
ー
九
月
期
は
停
滞

都
調
が
続
く
も
の
の
、
十
月
1

I

直i 
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-

ー
ニ
月
期
に
は

「
上
昇
」
向
答

か

「下
降
」
回
答
を
上
回
り
、

B
S
I
値
も
九

・
八
と
再
び
プ

ラ
ス
に
転
じ
、
年
木
に
な

っ
て

ょ
う
や
く
回
復
過
程
に
入
る
と

み
て
い
る
。

自
社
業
況
に
つ
い
て
は
、
四
ー

六
月
実
編
で

は
、
「
上
昇
」

ニ

一
・
八
％
、
「
下
降
」

―-＿五

・

-
%、

B
S
I
値
△
六

・
七
と

な
り
、
依
然
と
し
て
業
況
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、

前
期

(
-
|
-―
一
月
期
）
の
同
△
二
三

・

五
％
と
比
較
す
る
と
大
幅
な
改

毯
が
み
ら
れ
る
。

先
行
き
了
想
に
つ
い
て
は
、

七
ー
九
月
期
は

B
S
I
他
△
五

・

七
と
停
滞
気
味
て
あ
る
が
、
ー
1

と
な
っ
た
他
、
既
に
完
全
回
復

し
、
増
加
傾
向
に
あ
る
企
業
も

み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
回
復
率

か

「
八

0
％
末
満
」
の
企
業
も

二
割
弱
あ
り
、
震
災
か
ら
の
完

全
同
復
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が

か
か
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

回
復
率
か
「
七

0
％
以
下
」

と
回
答
し
た
割
合
を
地
区
別
に

み
る
と
、
「神
戸
市
』
は
一
五

・

六
％
、

『阪
神
淡
踏
地
区
』
『
そ

の
他
の
県
下
』
は
共

に
四
・
八

％
と
な
り
、

『
神
戸
市
』

の
同

復
状
況
は
他
地
区
に
比
へ
か
な

り
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

霙
災
に
よ
る
影
響
顕
著

B
 

s
 

復旧資金は公的融資で

神戸経済復興へ足掛かり

どちらとも言えない
19(8 0%) 

唖

震災復旧資金に関する調査結果

災
害
復
旧
副

資
の
借
り
入
れ

に
つ
い
て
は
、

回
答
企
業

一ー百

二
十
四
社
の
う

ち
、
ヒ
七
•

五

％
と
八
割
近
く

の
企
業
が
「
申

し
込
み
を
し
た
」

と
し
て
い
る
。

融
資
の
中
し

込
み
先
（
複
数

り

ず

中

あ

た

叩

策

即

で
立
2

ず
金

18

回
答
）
は

、

満

画

買

き

き

（

不

計

で

続

11

「
兵
庫
県
」

四

く

日

足

き

九
・
O
%
が
最

全

復

満

引

本
所
で
は
、
被
災
中
小
企
業

も

多

く
、
次
い
で

oo」
四
四
・

の
資
金
調
逹
の
実
態

や

、

今

後

六

％

、
「
神
戸
市
」
＝
O

・
七

の
資
金
需
要
を
把
握
す
る
た
め
％
、
「
民
問
金
融
機
関
」
一
五

・

に
、
会
員
千
百
五
十
八
社
を
対
五
％
と
公
的
資
金
の
融
資
条
件

象
に
調
査
を
実
施
し
た
。
（
』
の
良
さ
が
反
映
さ
れ
、
大
半
が

答
率
二
八

・
O
％
）
以
下
は
、
公
的
融
資
を
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
的
賓
金
の
借
り
入

れ
決
定
額
に
対
す
る
満
足
度
に

つ
い
て
は
、

H
四
足
し
て
い
る
]

が
一二
六

・
六
％
、
「
ほ
ぼ
満
足

し
て
い
る
」
か
一
一＿
四

・
O
%
と

な
り
、
全
体
の
約
七
割
が
借
り

入
れ
決
定
額
を
評
価
し
て
い
る
。

一
方
、

「
満
足
で
き
ず
引
き

続
き
金
策
中
」
（一八
•

五
％
）
、

「
全
く
不
満
で
あ
り
復
旧
計
幽

立
た
す
」
（一

・
九
％
）
と
す

る
企
業
も
み
ら
れ
た
。

今
後
の
本
烙
的
復
興
の
た
め

の
必
要
額
に
つ
い
て
は
、
「
必

要
な
し
」
(-――ニ

・
七
％
）
が

最
も
多
く
、
「
一
千
力
円
以
内
」

(
-

―
・
O
%
)
、
「

一
千
万
円

超
—
―
一千
力
円
」
(
-
五・
七

％）
、
「―
-千
万
円
超
ー
五
千
力

円
」
（六

・
万
％
）
の
順
と
な
っ

こ
。
t
 

238 
企業

i;／ 
【借り入れ決定額 に対する満足度】

第
九
十
二
回

経
営
経
済
動
向
調
査
結
果

満足している
87(36 6%) 

ほぼ
満足している
81(34.0%) 

そ
の
概
要
で
あ

る。

♦
♦
♦
♦
♦
 

♦
♦
♦
 

♦
♦
♦
♦

令

♦

9
,

♦
♦

．

デ

ー

タ

、

♦
♦

◆

♦
♦
♦
♦
♦
 

D
A
T
A

,1
t
さ令i:
!

：
":

♦
●
：
｀
X♦

ゅ
老

． 

※社内でこ回覧下さい。

月額5,00.0円から加入できます．“

神
戸

610商
神 工
-^  戸’`-,,. 

F 議
x 央

3 3区共
0 0港済
3 3島 チ
I I中
2 5町 1
3 8六ム
1 0 I 
0 9ーへ

資
料
の
請
求
•
お
問
い
合
わ
せ
は

■l力0入資格

■掛 金

神戸商工会艤所会員事業所の事業主 ・役

員 ・従業員て満15歳以上65歳未満の方

月払

一時払

1 □1,000円で 5D (5,000円）以上
1 D 100,000円で100□限度（月払加入が条件）

＊団体共済の持ち味を生かした独自の年金制度

掛金は加入者の個人負担です。

＊解約は随時可能、解約時の配当分は一時所得扱いで

50万円まで非課税 (20％の源泉分離課税1む適用されません）

＊保険料控除

60歳未滴でご加入の方はイ固人年金保険料控除が叢高50,000円でぎます。

60歳以上でご加入の方は生命保険料控除となります。

＊満70歳または 10年以上加入で満60歳から年金受け取り開始

（①10年確定年金 ②15年俣証終身年金のいすれかを自由選択）

■年金月額・脱退一時金支給例（開始時年金月額． 70歳男性例）
月 払 10□10,000円について
加入年数 掛金累計 脱退一時金 10年確定年金 15年保証終身年金I
10年 1,200,000円 約1,431,900円 約14,390円 約9,390円

15年 1,800,000 2,414,000 24,260 15,840 

20年 2,400,000 3,631,400 36,490 23,830 

一時払

加入年数 掛金累計 脱退一時金 10年確定年金 15年保証終身年金

10年 100,000円 約149,450円 約1,500円 約 980円

15年 100,000 185, 180 1,860 1,210 

20年 100,000 229,480 2,300 1,500 

1 0100, 000円について

※支給額は、将来変動（増減）し

現在の加入者

約12,000人

今 ヽ 資料請求頂く と、 もれなく粗品進呈．I

ん



平成 7年8月10日 KOBE会議所ニュース （平成2年 6月22日第3種郵使物認可） (4) 

今
度
の
大
震
災
が
あ
っ
て
、

神
戸
の
各
企
業
は
安
否
の
確
認

や
救
援
活
動
、
復
旧
活
動
と
い
っ

た
緊
急
事
態
の
中
で
、

一
ー
二

カ
月
は
本
業
で
さ
え
ま
と
も
な

状
態
で
稼
働
さ
れ
た
所
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
態
の
中
で
、
人
材
育
成
と
か

能
力
開
発
の
活
動
が
、
ほ
と
ん

ど
停
止
状
態
に
な
っ
た
の
は
当

然
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
が
一

蓄
大
変
な
時
に
、
未
来
の
こ
と

に
力
を
向
け
る
余
裕
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
＿―-月
に
な
り
四

月
に
な
る
と
、
ど
の
企
業
で
も

新
人
を
迎
え
入
れ
る
た
め
の
導

入
教
育
を
、
む
し
ろ
例
年
よ
り

も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
追
い
追

い
、
従
来
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に

則
っ
た
能
力
開
発
の
活
動
も
、

従
前
ど
お
り
の
姿
で
再
開
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
申
す
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
教
育
も
研
修
も
手
段

で
す
。
企
業
の
人
的
資
源
の
価

値
が
高
ま
り
、
か
つ
業
績
も
高

ま
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
打

わ
れ
る
活
動
で
す
。
こ
の
活
動

が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、

例
え
ば
教
育
は
体
系
的
に
進
め

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
か
、
教

育
は
階
層
の
上
か
ら
進
め
な
け

よくわかる
ヒジネス実務講座

れ
ば
な
ら
な
い
と
か
訓
練
必
要

点
を
し
っ
か
り
吟
味
し
て
か
ら

進
め
よ
と
か
、
人
材
育
成
は

0

J
T
が
本
道
で
あ
る
と
か
、
社

内
教
合
を
成
功
さ
せ
る
原
則
的

な
言
葉
が
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
目
的
意

識
を
明
確
に
し
て
能
力
開
発
を

行
う
と
い
う
点
か
ら
、
現
行
の

介
業
内
能
力
開
発
の
す
す
め
方

を
見
直
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す。
研
修
担
当
者
を
置
く
と
、
何

か
研
修
を
や
ら
な
い
と
自
分
の

存
在
理
由
が
な
く
な
る
か
ら
と
、

と
に
か
く
何
か
研
修
活
動
を
計

画
す
る
と
い
う
お
か
し
な
こ
と

が
起
こ
り
が
ち
で
す
。
研
修
担

当
者
に
何
を
期
待
し
て

い
る

の

か
と
い
う
、
会
社
の
期
待
が
明

確
で
な
い
と
こ
ろ
か
ら
く
る
間

違
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
経
営

者
な
ら
、
研
修
と
い

う
仕
事
に

期
待
す
る
内
容
は
は
っ
き
り
し

て
い
ま
す
。
「
も
っ
と
売
り
上

げ
を
上
げ
て
く
れ
」
「
早
く
一

人
前
に
し
て
く
れ
」
「
も
っ
と

仕
事
に
や
る
気
を
持
た
せ
て
く

れ
」
「
も
っ
と
ま
し
な
仕
事
を

や
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
」

「
ど
こ
か
で
損
を
く
い
止
め
て

く
れ
」
「
コ
ス
ト
を
半
分
に
し

(2) 目的意識に徹した能力開発を

昧神鋼ヒューマン・クリエイト

能力開発研究所長 阪 口 雅 朗

どうして能力開発をするのですか

1.新入社員、転入者を早く当社の（当戦場の）戦力にする。

2. 自社の卓越した（卓越してほしい）技術、技能を伝承し

発展させる。

3.全社人材の底上げとリニューアルを図る。

4.生産性（経営、事務、生産、販売などの）を高める技術

の導入と活用。

5.活力ある明るい人間環境づくりをし、生産性の高い人問

集団をつくる。

6.最新の技術情報の吸収。

7. 当面の経営課題、職場課題の中の、能力の不足によって

起こっている問題の解決手段として。

8.経営戦略上必要となる未来の能力をあらかじめ準備する。

て
く
れ
」
「
ど
ん
ど
ん
チ
ェ
が

出
る
よ
う
に
し
て
く
れ
」
「コ

タ
ゴ
タ
を
起
こ
さ
せ
な
い
で
く

れ
」

「
お
客
さ
ん
を
逃
さ
ん
よ

う
に
し
て
く
れ
」
「
も
っ
と
レ

ペ
ル
の
高
い
仕
事
が
や
れ
る
よ

う
に
し
て
く
れ
」
な
ど
と
研
修

担
当
へ
の
要
望
は
は
っ
き
り
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
た
ら
、

研
修
な
ん
か
し
な
く
た

っ
て
い

い
。
と

い
う
の
が
本
音
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
要
望

を
お
題
目
の
よ
う
に
唱
え
て
い

れ
ば
、
人
閲
が
で
き
る
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
の
で
す
か
ら
、

そ
う
い
う
人
間
に
な
っ
て
も
ら

う
た
め
の
、
そ
れ
も
最
も
効
果

的
に
、
経
済
的
に
期
待
す
る
社

貝
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
手

段
と
し
て
の
、
社
内
研
修
・
能

力
開
発
の
活
勁
で
あ
る
わ
け
で

す。
従
来
か
ら
、
企
業
の
能
力
開

発
体
系
を
組
み
立
て
る
場
合
、

社
員
の
年
次

・
職
員
の
階
層
と
、

生
産

・
営
業

・
事
務
な
ど
の
職

能
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
し
て
、

階
層
別
教
育
、
職
能
別
教
育
、

問
題
別
教
育
に
整
理
し
て
組
み

立
て
て
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

か
ら
全
社
の
能
力
開
発
活
動
を

発
想
し
て
い
こ
う
と
い
う
わ
け

で
す
。
そ
こ
で
今
向
は
能
力
開

発
と
い
う
仕
事
に
対
す
る
経
営

者

・
管
理
者
の
期
待
を
整
理
し
、

そ
こ
か
ら
能
力
開
発
の
活
動
を

発
想
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す。

す
る
と
左
図
の
よ
う
な
項
目
の

一
覧
表
が
で
き
ま
す
。

1
.
3
は
階
層
別
教
育
、
職

能
別
教
育
。

2
.
4
.
6
は
技

術
教
育
（
職
能
別
教
育
）。

5

．

7
.
8
は
問
題
別
教
育
と
分
類

す
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う

が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
体
系
か
ら

能
力
開
発
を
発
想
す
る
こ
と
を

や
め
て
、
経
営
意
志
、
管
辿
意

志
か
ら
能
力
開
発
を
発
想
し
よ

う
と
い
う
の
が
本
稿
の
主
如
だ

か
ら
で
す
。
変
化
の
緩
や
か
な

平
鯰
な
時
代
の
能
力
開
発
な
ら

ば
、
体
系
に
則
っ
た
平
均
的
な

人
材
育
成
も
許
さ
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
現
在
は
そ
う
い
う
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
能
力
開
発
体

系
は
、
そ
の
企
業
の
能
力
開
発

活
動
の
結
果
報
告
ぐ
ら
い
に
見

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
弱
い

所
を
埋
す
め
、
強
い
所
を
よ
り

伸
ば
し
て
強
味
と
す
る
、
目
的

意
識
の
明
確
な
能
力
開
発
の
ゲ

リ
ラ
的
実
践
が
今
期
待
さ
れ
る

の
で
す
。
ゲ
リ
ラ
的
実
践
に
は
、

形
式
的
突
撃
は
全
く
無
意
味
で

す
。
一
っ

―
つ
の
戦
闘
で
結
果

を
出
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
全
体
と
し
て
勝
つ
と
い
う

こ
と
は
ゲ
リ
ラ
に
は
言
い
訳
に

な
ら
な
い
の
で
す
。
（
物
騒
な

例
に
な
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん。）そ
れ
で
は
ど
う
し
て
確
実
な

結
果
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
か

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

m
な
ぜ
そ
の
能
力
開
発
に
取

り
組
む
の
か
に
つ
い
て
、
光

の
図
に
あ
る
八
項
目
の
各
目

的
意
識
を
、
実
施
す
る
側
と

受
講
者
を
派
遣
す
る
側
か
、

ケ
ー
ス
ご
と
に
鮮
明
に
し
て

お
く
こ
と
。

③
研
修
実
施
者
と
受
講
者
と

そ
の
上
司
と
の
、
三
者
の
共

同
作
業
が
な
け
れ
ば
よ
い
結

果
は
出
ま
せ
ん
。
従
来
は
講

師
と
受
講
者
の
間
で
だ
け
研

修
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

よ
い
結
果
を
出
す
た
め
に
は
、

上
司
の
参
両
が
不
可
欠
で
す。

そ
の
た
め
に
は
、

①
上
司
は
部
下
受
講
者
に
、

研
修
参
加
に
よ
る
成
果
に

期
待
を
示
す
こ
と
。

②
そ
の
た
め
に
は
実
施
者

の
側
が
、
研
修
の
目
的
と

到
逹
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
、

ま
た
活
用
さ
れ
る
ぺ
き
成

果
に
つ
い
て
の
具
体
的
ィ

メ
ー
ジ
を
、
上
司

・
参
加

者
に
明
ホ
し
て
お
く
こ
と
。

③

研

修

プ

ロ
グ

ラ
ム
の
中

に
、
必
ず
実
務
へ
の
適
用

を
研
究
す
る
時
間
を
組
み

込
む
こ
と
。
（
韓
告
書
ま

た
は
実
行
計
画
書
を
作
成

す
る
）

④

一

定

期

間
後
に
上
司
の

評
価
、
お
よ
び
指
導
が
受

講
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。

③
研
修
内
容
の
実
務
へ
の
適

用
の
成
果
は
、
必
ず
報
い
る

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
。
こ

の
面
で
の
精
神
的
、
物
質
的

褒
賞
に
つ
い
て
、
従
来
は
あ

ま
り
考
え
ら
れ
て
い
な
い
が、

こ
れ
か
ら
は
研
修
成
果
の
実

務
へ
の
反
映
に
よ
る
貢
献
に

は
、
き
ち
ん
と
戟
い
る
こ
と

か
必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
盾

接
人
事
考
課
に
結
び
つ
け
る

こ
と
は
弊
害
面
も
考
え
ら
れ

る
の
で
慎
重
に
。

． 
国際港都

Jヽ
． 

． 神戸復興展

一

． 

． 「食」 ワイ

アウトドア用品、

音響関係

今、神戸の街、そして産業は不死鳥の如く立ち上がり、今一度、あの美しく 、ハ

イカラな神戸の街を取り戻そうと懸命になっております。 このような中、最も必要

なことは、神戸の復興状況を広くアビール し、神戸の元気な姿を見せ、街に活気を

取り戻すこ とであります。

そこて、今般、神戸の特色ある産業やいわゆる神戸プランド商品等を一堂に集め、

大バザールと展示 ・紹介を行う総合展を開催し、 ‘‘国際港都”神戸の復興をアピー

ルし、併せて、これまで神戸に寄せられてきた様々な支援に対する感謝の気持ちを

表すことにしました。

この秋、神戸の街を大いに賑わせましょう一一

多数の会員企業のこ参加•こ出展を頂きますようご案内申し上げます。

出展募集対象

生活文化産業をはじめ神戸の幅広い産業・商品の出展を募集します。会場を 「衣」

「食」「住」「遊」「テクノ」「国際・インボート」などのゾーンに分け、 来場者が楽

しめるような会場設営を計画しています。

「衣」 アパレル（レディース、キッズ、紳士服、カ ジュアル等）、真珠・ 宝

飾、 ケミカルシューズ、靴 Iヽ．、鞄、その他ファッション用品

清揺飲料、 i‘(：菓子、和菓子、パン、コー ヒー、デリカ、果物、

家具、 インテリア用品、風呂、家電用品、生活雑貨、住宅関連用品、

マルチメディア機器

スポーツ用品、スポーツ機器、自転車、自動車、

ンピュータゲーム機器、アミューズメント用品、

「テクノ」一各種機械・技術

「国際・インポー ト」一輸入食品、輸入インテリア・家具、輸入衣料・雑貨

（上記のゾーニングは基本的な考え方であり 、今後変更することがあります。なお、

ゾーニング、小間割りは主催者の方で決めさせて頂きます。）

「住」

「遊」 コ

集客イベントと広報活動

より多くの来場者を誘致するため、魅力ある集客イベントを計画しております。

また、広報． PR活動に力を入れていきます。

出展料と小間の基本型

開 催

◆主

◆会

◆会

概

催

期

場

◆開催規模

◆募集小間数

◆入場料

◆来場者数

◆塞本テーマ

要

と米神客の

◆内

神戸商工会議所「国際港都 ・神戸復興展」実行委員会

平成7年11月3日（祝）、4日（土）、5日（日） （3日間）

10 00~18:00 （予定）

神戸国際展示場 1号館

〔〒650神戸市中央区港島中町6-11-1〕

面積 6,OOOm'(1階:3, OOOm2、2階:3, 000 rriり
約200小間
無料

3日間で50,000人を予定。

(1) 神戸の元気で明るい姿を全国ヘアピールする。

(2) 内外からの霞災支援に対し感謝の気持ちを表す。

(3) 神戸面品のPR・販売促進 (BUY KOBE) 

誘致 (WEL C OM E TO KO B E)。
生活文化産業をはじめ、神戸の特色ある産業 ・商品を一堂に集め、

神戸らしさを大切にした演出のもとで、 神戸商品の大バザールと

展示・紹介を行い、神戸商品の良さ、神戸産業の退しさを再認識

して頂く 。

※なお、この復興展はモーターボート特別競走の収益金から拠出された阪神・淡路

大震災復興支援資金の助成を受けて行われるものです。

容

サイズ (m)
出展料

標準に装備されるもの

間 口 奥行
（消費税別）

・小間仕切り （壁面は除く ）

小間 3. 0 3.0 60,000円
・統一社名板

※標準に装備されるもの以外の装飾、什器、 設備、

きます。

各種L事等は出展者でご負担頂

出展申し込み

◆出展申込締切 9月 8日（金）

※所定の出展申込雷によりお申し込み頂きます。

※小間満杯になり次第、締め切 らせて頂きます。

※主催者において客査を行い、出展内容等が当復興展の趣旨にそぐわないと判

断した場合は、出展をお断り する場合かありますのでご了承ください。

出展に関する詳細についてのお問い合わせは次までお願いします。

「国際港都・神戸復興展」実行委員会事務局

神戸商工会議所産業部（四078-303-5805)



(5) KOBE会議所ニニース （平成2年 6月22日第3種郵便物認可） 平成7年8月10日

掲載情報についてのお問い合わせは、

業所にお願いします。

直接下記の事 経済情報センター匹303・5812

掲載無料
‘ 会員の皆様の新製品や自慢の技術、

各種サーヒス惰報をお寄せ下さい。所

定の用紙を送付致しますので、左記ま
でご連絡下さい。なお、紙面の関係上、
掲載の採否に関しましては、編集部に

ご一任下さい。

【会社概要】社名／業種／資本金／所在地／電話番号

貴社の危機管理はどこまで追求されていますか 能力主義人事制度をサポートするパッケージソフト

ECIでは皆様方の業務中におけるリスクをすべて探し出し、
事前対策のご提案、損害保険のてん補範囲のご説明など万一のア

ク、ンデントに備えるリスクマネージメントサービスを行っており

ます。去る 1月17日の憎き阪神大震災では多くの方が家を失いま

したが、加入していると思っていた地震保険のように、思い込み

ほど恐ろしいことはありません。 PL法も施行され、確実にリス
クは増大しております。早急に皆様方ご自身の会社のリスク分析

をおすすめ致します。

【会社概要】 ECIコンサルタント／損害保険代理店／東灘区青
木5-14-8／匹 4l 2 -7 7 0 7 

データ管理システム企業（樹サラトでは、能力主義人事制度速用
をサポートするパッケージソフト 「地天泰」を開発した。同シス
テムは、現在の姉本給を年齢給と職能給に分け、シュミレー トし

ながら賃金体系を設計、そして社員の個人データをもとに新賃金
体系に格付けし、運用編に移行する。運用では、①シュミレート

しながら、定昇とベースアソプを行う。②人事考課設計は、考課
要素とウエイトを設定することで、種々の考課に対応、また各人
の考課表が出力可能。③賞与支給のための条件を設定し考課結果

をもとに各人の賞与支給額を計算。④考課結果をもとに各人の昇
給ランクを決定、また昇格者、界進者をも選考する。 という
画期的なトータルな管理システムである。

【会社概要】 （株）サラト／清報出版業／1,000万円／姫巽各市北条356-
l ／匹 07 9 2 -8 4 -1 3 8 0 

高耐久木造住宅と
高級プレハプ住宅の展示場が東灘区（魚崎）にオープン

JR五面‘-_ ＿ ＿ ＿ _ ~ 

匹 2合99

一 三日ニマ斗ート

悶弓噂｀・i•漢示場
R . E••三H
ニ院神霞：： l 至斉木

田這43丑瑶

阪神高沈黛＂ラ ンプ

l l I 

［高耐久木造住宅 ・ストロングメタルフィソ
ト工法J[>コストの低減化、延床27坪980
万p:j[>地震に強い構造体[>建て上け後の
増改築が容易[>F畠取りも自由自在[>棟上
後 1カ月で完成
〔イナハ ・シグマスペース ・高級フ0レハプ住
宅J[>モテル価格（施行含む）約8坪370万
p:j[>すぐれた居住性を実現[>雨音が静か
（制振鋼板使用)[>高い断熱効果[>用途と
しては仮住宅、店舗、半務所など広範囲
[>短工期で完成（本体は3~4日で施工）

（会社概要】 ユアサ商事（掬／商社／119億円／中央区中町通 2-
I -18日本牛命神戸駅前ビル／匹 36 2 -7 7 0 0 ・フリ ーダイヤ
Jレ0120-183605

各種ご贈答、 神巨のおみやげ、ご家庭の晩酌に
神戸の地酒「酒豪」

大阪湾ナイトクルージングで
神戸復興の灯を実感して下さい

弊社豊澤酒造は神戸の地酒の中でも純粋の

日本酒 「純米酒」 を本来の手作りの製法に

「誇り」と 「こだわり」をもって醸造してい

る酒蔵です。厳選された酒米と磨き上げられ

た仕込み水、熟練の技、そしてお客様の真の

ニーズを適確に捕らえ、一品一品丹精に造り上げた絶品ぞろいで

す。常に動めく食文化、そして個性化するお客様の価値観にお応

えできる体制を整え、ハイクオリティーな製品を造り、商品ぞろ

えに邁進いたしております。

【会社概要】 豊澤酒造（掬／清酒製造業／600万円／東灘区魚崎南

町4-8-3／岱 451-1414

震災後、中突堤メリケンパーク側に係留し市民の皆様の憩いの場

所としてご和」用頂いておりました'’ルミナス神戸 2” がこの 7月 1
日より一部運航営業再開致しました。毎夜19時発21時］0分着の大

阪湾ディナークルーズがそれです。年内は12月 3日まで無休で運航
致します。なお、巨中 (J]時から］6時）は従来通り係留したままで
昼食及ひ喫茶営業を行いますので、お気軽にご乗船下さい。船上結

婚式、披露宴、二次会なども好評です。ディナークルーズの乗船料

大人2,570円、料理は2,500円～4,500円でご用意しております。ぜ

ひともご一報 Fさい。

【会社概要】 ルミナス観光闊／餞光海運菓／3,200万円／中央区

海岸通5廂船三井ビル6階／fl333-8411

神戸の素敵な商品プレゼント！
〈ひょうぎん〉定期預金「BUY神戸」

••· 
・V 

•
9 

含`

緑
・0.
5綴

芍
ヤクf

頂命をすることによって神戸の即業復興を応
接することができる、素敵な懸賞品つき定期預
金 「BUY神戸」の取り扱いをスタートさせま
した。
期間中預金して頂いた方に、神戸ビーフ、
ワイン、コロッケなどの神戸プランド商品をは
じめ、ティナーク）レージングや市内ホテルの宿

泊券を抽選でプレゼント致します。
●預金種類 スーパ一定期 1年もの（苗通式）
●対象者個人の方に限ります
●預入命額 10万円以上］， 000万円未満
●適用利率 店頭表示利率
●期 間平成 7年 9月29日綸）まで
●抽選権 l口 Clo万円）で抽選樅 1本
●抽選口平成8年 3月 6日（水）
【会社概要］（約兵庫銀行／金融業／640億5,000万円／中央区生田
町 l- 4 -3 ／匹 231-6150

伝統の日本料理の仕出し専門店です 遊休地の効率運営に最適な駐車場運営管理システム ホテルパールシティ4Fにパール専門店がオープン

会社の会議やご来客の食事、グループの会
合、ご家庭での冠婚葬祭の時の御料理は、ぜ
ひ当店へ御用命下さいますようお待ちいたして
おります。
癌の内弁当
手まり弁当

箱膳会席 4, 000円 ．4,500円
松花堂弁当 5, 0001:g 
会席料理 5,000円より オードブル各種折詰
ご予算に合わせて色々ございます。お電話にてお問い合わせ下さい。
パンフレットご入り用の節は、郵送させて頂きます。多少にかかわら
ず配達させて］頁きます。

【会社概要】 （有）阿さ田／飲食業／600万円／中央区花隈IIIJ3 -25 
／匹 341-2024

1,000円～3,500円
2,500円 • 3,000円

[>遊休地や空きスペースをうまく利用したい。
[>必要な時土地に転用したい。 1>毎日確実な
現金収入がほしい。 1>わずらわしい管理などや
りたくない。 1>費用はかけたくなし‘o
効率的な駐車場運営に向けて士地オーナー
のどんな要望にもお応えします。ハイテク機能

を搭載したオムロン駐車場管理ヽンステムを紹介します。
〔無人管理ヽンステム 〕全自動精箕機 ・中間精算機 ・パスゲートシス
テム ・トークンシステム ・非接触カードンステム ・車輛ナンバー読み
取り・ンステム ・パークロソクシステム〔有人管理システム〕自動料
金計算機 ・タイムレジシステム

【会社概要】（株）イーエス／駐車場管理機器の設計 ・施工 ・販売／
9,488万円／大阪市中央区谷町3-5 -5／も 06 -9 1 0 -6 
0 0 0 

：~ 細

` : 亭ぎ

-＿ ｀礼＿？
斎 この度、真珠の卸センタ ー 「パールシティ」

の4階にパールを中心に宝石 ・貴金属のショッ
プを開設しました。

平素は卸ビルのため、業者以外の一般消費

者は入店できませんでしたが、ご来店された

方には特別価格で小売を開始しました。パールネックレス ・リン

グ ・イヤリングなどをはじめとして天然宝石から貴金属品まで色々

と取り揃えておりますので、お気軽にご来店下さい。特に尚工会

議所会員様は一言お申し付け下さい。

【会社概要】 （樹ペルラ太田／真珠加工総合卸／1,000万円／中央

区港島中町7-5 -J /fl 3 0 3 -3 5 3 8 

ビジネスコミュニケーションのより円滑な推進のため
データベースサービスをご利用下さい

輸出業務システムソフトの販売
メリケンパークオリエンタルホテル内

「キッズルーム・こどもの家」オープン

〔COSMOSNET（コスモスネット）オンライン情報サービ
ス〕TDBのデータベースとお客様のパ‘ノコンを結ぶオンライン'
情報サービスです。調査報告書やCOSMOSl企業財務情報、
COSMOS2企業情報、法人申告所得清報などが必要な時に確
認、出力できます。必要なデータだけキャッチできますので費用
のムダがありません。

［帝国ニュース兵庫版 〕ビジネズ清報の最前線でヨ々収集するホッ
トニュースを週報します。

〔帝国データバンク会社年鑑〕当社102万社の企業データから有
カ、優良企業16万社を選出した企業情報事典です。

【会社概要】 （籾帝国データバンク神戸支店／信用調蒼、出版、デー
タベース／9,000万円／中央区海岸通 3- l -13／匹 33 l - 7 
0 2 4 

（株じ力、ジマコボレーショソこと（有）MCSは貿易輸出業務における
受発注業務、納期管理を主眼として、貿易輸出業務の大半を占め

るドキュ メンツ（書類）作成をサポートするパソコン用システム

ソフトを開発しました。

PROFORMA INVOICE、ORDER、INVOICE、PACKI
NGの出力はもちろん、受注管理、発注管理、納期管理をも合わ
せて行えるよう設計されています。あわせて銀行買取書類や船積

指図もフォマソトとして装備され大方の利用者のニーズに応えら

れるものとなっています。

【会社概要】 （距カジマコポレーション／貿易／l，000万円／垂水

区旭が丘 1-3 -35-101／匹 70 8 -3 8 6 0 

62年間「お母様の心そのままに」をテーマに託児サービスを続け

てきた 「こどもの家」が、長年培ってきたノウハウを生かしてプロフェッ

ショナルなキッズサービスの提供を目指して展開してまいります。

(1)キッズサービス（託児 ・少人数から多人数まで対応） （2）衣食遊キッ

ズイベント企画運営(3)キッズルームの設計＆レイアウト(4)育児カウン

セリング(5)顧客の管理 など

個人から法人まであらゆる角度から女性をやさしくサポート致しま

す。

【会社概要】 （樹パイン ・ フォーレスト • こどもの家／ 1, 000万円／
トータルキッズサービス＆カウンセリング／中央区波止場町 5神戸
メリケンパークオリエンタルホテル内 5F／も 321-2611

ハト、 カラスなどのフン害で
お困りの倉庫・工場に （鳥害解消器） 小売商店、 工場倉庫なと段ボール古紙を回収します テニスクラブを福利厚生施設としてご活用下さい

近来、都市近郊の開発に伴い、倉庫や工場
などへの鳥のフン害が問題になってきました。
そのため、銀色の風船や鏡などで視覚的に鳥を
驚かせる商品やネ；；トなどで直接的に鳥を防ぐ
方法が取られてきました。しかし、稿の学習によ
る効果の減衰、あるいは 「鳥を傷つけたくない」

などの理由で思う程の効果をあげていないのが現状です。そこでこの
度開発した鳥害解消器は、まったく新しい発想で作られた商品で、
鳥自身の持つ体内磁石を狂わせることにより、その周辺の磁場が乱
され、鳥は近くに来なくなります。
1セ；；ト 2基入り、2,000円と格安です。ぜひご検討下さい。（工事
不要）

【会社概要］ （有）ニッキ／ギフト企画 ・卸 ・小売／100万円／長田区
浪松町 5-1 -26／匹 732-5220

当社は製紙原料となる古紙の卸売業者です。古紙を活かす こと

は、資源擁護、省エネ、環境美化、 年々増大する都市ゴミの減少

化といった、経済的、社会的なメリッ トも非常に大きなものがあ

ります。皆様の再生資源の再利用によって、 これらの問題に効果

をもたらすと思います。 地震以後、神戸市はゴミの増える一方で

す。 6カ月が過ぎ、考え直さなければならない時期ではないでしょ
うか。もしよろしければ御連絡下さい。

【会社概要】 侑）コーベ ・リック／製紙原料卸売業／300万円／長

田区二番町4-13／匹 575-4637

当社では企業法人向け福利厚生システム「あしにすテニス倶楽

部」の会員を券集しています。京阪神約50カ所のテニスクラプを

ネットワ ークし、社員の砦様に利用して頂＜、ンステムです。また、

当社直営のテニスクラブ 「スポーツボックス神戸」 (JR新長田
駅前）では、随時テニススクール生を募集中。企業単位 (2名以

上）でご人会の方には人会金半額のキャンペーン中です。詳しい

資料をさしあげます。

【会社概要】 （株）インターナショナルテニスコーポレーション／サー

ビス業／1.300万円／長田区若松町2-13-1ピアザビル 2F/
岱 642-3092

｀

『

ーシーエス は、 ゜
゜

あらゆるニーズに総合力でお応えします。
さくら銀行をはしめ、多種多様な情報処理分野で蓄積したノウハウを持つ情報処理
サービス(1 広汎な知識分野に、多数の優秀なシステムエンジニアが挑むソフトウェア
開発富士通のディーラーであり、ユーザーであるからできる適切なシステム導入支
援とコンピュータの販売。
さくらケーシ＿エスはこの3つの力を総合力に高め、
ルーションでお応えする総合情報サービス企業です()

お客様のニーズにトータルソ

株式会社さくらケーシーエス
本社／〒650神戸市中央区

TEL (078) 391-65711ftl 
東京本社／〒103東京都中央区日本橋室町4-5-l

TEL (03) 5200-1771 
事業所／大阪、奈良`明石、姫路、岡山、鳥取

播 磨 町 21 番 1 

さくら室町ピル
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(7月20日現在）
海外から本所に寄せられた引き合いレターの内容の一部です。

オリジナルレターは本所で閲覧できます。

日 本 ヘ の 輸 出 日 本 か ら の 輸 入
商 品 名 国 名 企 業 名 F A X 商 Cコ

名 国 名 企 業 名 F A X ロロ

自動車用電池／自動車電話用電池 香 港 VDL COMPUTER SYSTEt-/I CO. 852-234 13515 鉄スクラ ップ 香 港 GOTJD．巳NCOAST IゞTERNJ¥TT-852-2413-7226 O~AL LTD. 
火鉢 ／／ ROCA LTD. 852 2650-2050 古衣料 台 湾 DAR HUAE TRADIKG CO 81-6614 9705 
フカ ヒレ！種 99 MOHEIR ENTERPRISES 864-2014 セ ラ ミックタイル／白セメン ト／ バソグラデシュ Rl.VERCRJ¥FT INTERN A TTOJ"C- 880 20863608 ノゞ ス・タプ .AL L'l汀う．
レストラン用食材 99 TAH SING METAL'vffG. CO. 852-2781 中古エンジン／中占車及び部晶 99 COMTRADE IN詞 l1NATIONAL 880-31-610794 
自動車用部品 台 湾 lvlAKHAN IND. CO, LTD. 886-2511-9219 鉄板／コイル パキスタン' PUN,JAB IN DUSTRI1¥L CORP. 92-42-722:3541 
ロブスター シンガポール DEV冗LOP'v1ENT&l"JFRASTH- 65-733-7937 機械（ネジ／ゴム ナ ー プ／アル ミパ 99 AGENCIES CORP. 92-21-216218 UCTURE イプ／紙）

川砂 フ ィ リヒ°ン CONSTRA TECH PHIL CORP. 63-033-72382 ボールベアリング／ローラ ー ベ J' 力 ラ チ NUTEX lNTERNATIONAL 2434049 リング

アル ミ・ス ク ラップ パキスタン SANTIAGO SYNDICAT刊 92-42-6863628 ガラス製品 スリランカ HASSEl¥ALLY EBHRAMJEE 508739 
棉製品・棉タオル 99 M A RANGOONW ALA CORP 92-21-2419283 乾電池用化学薬品 ／／ HATTON NATIO¥TAL BANK 446523 
棉花 バングラデシュ ELIAS & BROTHERS 880-31 610451 化学薬品／ガス器具／消火器 クウェート SABTCK（訂弓N円RALTRAI)ING 3916321 & CONT. EST. 
Tンャッ／タオル／下善 I/ CONTINENT.AL CORP 880-2-833211 化学薬品 シ／ リ ア ABOU SHAAR 963-11-221534 7 
ゴムの木製家具 夕 イ C P TNTERT只．4..DECO, LTD 662→231 028586 カメラ！現像用薬品／複写用紙 クウェート AL-FARw.<¥NTYAPI--rO'TOGRA- 4679799 PH!C F:9,UIP. & /¥.CC. 
毛髪染用化学薬品 イ ン ド CHEM ORG PLAST LA BORA'『RY 91-251-470571 レーザーディスク ／ビデオ／オー リ ビ ア BAKOUSi¥ SERVTCE AGENCY 21821-4444 659 テキィオセ ッ ト

エンドウ豆／ナ、Jツ／乾燥果物 イ ラ ン TRA:--J Fil.RAZ CO, LTD. 6468816 ペ ッ ト用アクセサ リー ギ リシャ NIMEX 03]-252437 
--ガラス製品 卜 ！レ コ PASABAI-ICE TICARET LTD 90-216-3954128 

【問い合わせ先】 国際部 む303-5806

◎ (7月25日現在）

社名／電話番号／担当 職 種 勤務地／勤務時間／給与／資格／その他 事業内容／従業員／資本金／所在地

s A | 苧車 子 簡単な事務及び製造へ）レバ ー（パー ト）／ 性別 右記所在地／ 10:00-17:00、週休21::1制（完全） ／月収12 弱電閃連の設計から製造／ 1名／神戸市垂水区不問 1名、女1名／ 18~4 0歳 ~1 5万円 川原2-1 -1 6谷本ヒル20l岱 754-0738 杉本

昧 サ ン イ ズ 店舗蓋狸全般 （正社員以外も相談 に応ず） ／ 3 阪神間各営業所／休門はシフト制により辿1Fl／月収17~4 0万円／ TVゲーム販売業／ 45名／ 1, 0 0 0万円／フ
~4 名／ 2 0~40 歳 普通免許／男子独身名寮入居可 神戸市東灘区山中町3-1 -6-1 0 1 fl06-432-3131 肯田

昧 イ フ ク 経迎中務その他／女 1名／ 18~30歳 右記本社ビル／ 8:00-17:00、遠休2R制 （隔週）、日 、 祝 、 各種店舗経営、 イベントの企画 ・運営／ 1（う名フ 工 ツ

夏 ・冬期休暇／月収13-20万口／ 簿記3級以上、試算表処理可能、 /3, 0 0 0万円／神戸市兵庫区上庄適2-J-岱652-0455 営業政次
電算機処理できる方優遇 5 

（有）あさひ住宅サービス 不動産売買、買餞仲介、酋罪／ 2名／ 18-3 右記所在地／ 9:30-18.:30、週休2日制（隔週）／ 月収 19~ 不動産売直、仲介業／ 3名／ 300万円／神戸5歳 50万内／連転免許、 1む」卒以上 市垂水区星陵台5-1 -2 5 ff785-2191 社長枝JII

扇 X 六 通 卸 一般経耶事務／男 1 名／ 30~50歳 本社／ 7:00-16:30、週休2日制（月 4回） ／ 月収28-30 タクン一業／ 50名／ 1, 200万円／神戸市
万円／普通自動車免許、コンビューター ・ワープロ興味のある人 中央区浜辺通4-1-6~ 25H678 総務弓削

①営業／ 1名／ 20-30歳②住宅設備メンテ 六甲ァイランドオフィス／①②9 30-17:30、週休2日制（完 不動産の企画 ・管理／ 63名／ 1, 0 0 0万円ナン ス／ 男 1名／ 20-40歳③調罪師及び接 全） ③ 1 0 0 0~1 8. 0 0 (8時間実働）、週休2日制（完全） ④ ／神戸市東灘区向洋町中5-1 5ジ ・ア ンタン
（株プランナーズ・インターナショナル 客サ ービス／ 1 名／ 20~30歳④フィソトネ 10 00-22:00の問で9時間実働、毎迎月曜定休、他週1日交 テ4階

スクラブフロ ン ト／ ］名／ 20-:30歳 代制／痙本給①14 8-2 0. 2万円②14. 7 ~ 2 6. 1万円③岱858-0680 総務経理課 ：山村 J 4. 8-2 0. 2万円④14. 8~2 0. 2万円／①門常英会話ので
きるプフ、 普通運転免許②建築設備 I•こ興味のある方、 普通運転免許③調理
に興味のある方④日常英会話のできる方

（株） 山 本 工 業 所 現場管理者／男 3 名／ 18~26歳 神戸市内／ 8 00-17:00、週休2日制（隔適）／ 月収18万1:g 給排水、衛生、防災、換気、冷暖房設備設計施
以上／高校卒、運転免許 エ／ 13名／ 2,0 0 0万円／神戸市東灘区深岱4510777 総務：奥村

江本町1-1 2 16 
大日本アスファルト （掬 工事現場管碑／ 匁 2名／ 18~35歳 右記所在地／ 8:00-17:00／ 月収15-30万円／普通白動車 各種防水施丁．、リフォ ーム／ 6名／ 1， 000 

免許 万円／神戸市兵庫区須佐野通2-1-14岱6522056 社長：蔭1/1

大同生命保険相互会社神戸支社 神戸商 Jこ会議所共済制度の保全 ・推進／女 2名 9:00~ 1 7:00、適休 2 日制 （完全） ／ 月収17万円～ 生命保険業／ 106名／神戸市中央区元町通5-/35~45歳 1 -5 岱351-2318 共済千原

宮 商 事 昧 フ ァッン ョンシュ ーズ販売 （パート）／男 1名 神戸之宮センター街／ 10 30~18:00 、遺休 2 日制 （隔造 ） 、 婦人服飾 ・フ ァッ ジ ョンシューズ小売販先／ 3/18-25歳 月 6 日休／時給 8 0 0~950 円／土 ・ 日 ・ 祝日は必ず出勤できる人 8名／ 800万円／神戸市中央区北長狭通5-fl361-6375 専務：中島
7-2 

田 塗 装 塗装職人、見習い／男 5名／ 16~4 5歳 兵庫県内／ 8:00~18:00、日曜休／ 日給8, 000~15, 0 一般建築塗装／ 3名／神戸市垂水区本多聞1-戸
00円 20-43-203 岱782-3978 戸田

閥 レ ン ゴ 建 設 ①建築技術者／ 男 2名／ 18~50歳②営業及 主として神戸市内／①8:00-17 00② 8 30-17:00、 総合建設業／22名／ 2, 6 0 0万円／神戸市び事務職員／男 2名／ 18~45歳 速［休 2FI 制 （隔週 • 月 2 回） ／①月収17. 5~4 0万円②月収17~ 束渕区御影中町6-2 -1 岱841-4661 総務：堀中 35万円／寮 ・社宅入居可（相談の上）
（株） マ ル ン 営業／男 1名／ 20-25歳 右記所在地／ 9:00~18:00、逗休2R制（完全） ／月収15~ 婦人服卸売業／ 4名 ／ 1, 000万円／神戸市ン ヤ

20万円／普通免許 兵庫区大開通2-2-23岱578-4881 中原

卸六甲コンサルタント 土木設叶技術者、測塁技術者／男 2名／ 25~ 右記所在地／ 9:00~17:30、過休2円制（完全） ／月収25~ 上木設計全般、宅地造成設計／ 30名／ 1. 2 35歳 40万 円／測握十、土木施工蒼理技土、建築土あれば尚良い 00万円／神戸市中央区江戸町100番高砂ビ岱331-6707 社長：前沢
｝レ

昧 日 吾几 プ ン 卜 機械設計、コンペヤ設計及び製作施工／男 3名 右記所在地／9:00~17 30、適休2円制（月 2回）、有給初年 様械、コンベヤ設計及び製作施工／ 14名／ 1,ロ又 フ
/25-35歳 度 10日／月収17~25万円／経験者俊遇 825万円／神戸市中央区束町123-1貿易岱332-0561 業務宮田

ビル5階
東エシャッター閲神戸営業所 建設会社及び設計事務所へ自社の商品をPRし 右記所在地／8:30~17 15、逗休2円制（隔巡） ／月収21. 金属製品製造業及び建具工事業／ 4名／ 8 0 販売 する／男 2名／ 25-35歳 8~3 0万円／ シャソターもしくは建材閃係の営業経験者 00万円／神戸市中央区中町通3-1-23匹341-5637 課長・高田

（株オク シ ロ ソー ビ 木工、家具製作識人／男 1名／ 30-50歳 神戸市西区／ 8:00~17:30、日曜休／月収25~45万円／普 家具、木製装備品製造販売／ 4名／ 1, 5 0 0 
退i免許 万円／神戸巾中央区雲井通2-4-13岱992-8737 社長＇奥城

（有）神戸家具運送店 運転手 (2t • 4 t) 助手／男 3~4名／ 18 神戸市束灘区／ 8:00-17:00、 口、御休／月収20-25万円 一般 区域貨物連送業／ 20名／ 500万円／神~3 0歳 ／普通免許 戸市中央区琴ノ緒町1-6-20匹242-7115 社長・岡本

ご関心のある企業には直接ご連絡下さい。

その他多数の求人情報を冊子にして本部、

～求人情報を募集しています～

（既に求人が充足している場合はご容赦下さい）

支部、支所および市内各区役所で配布しています。

【問い合わせ先】産業部匹303-5805
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これだけは知っておきたい

債権保全・回収の基礎知識
ー取引先の危険信号察知、有利な契約の結ぴ方、 i責権回収の法的手観き一

日 時 8月23日（水） 午後 1時30分ー 4時30分

場所 神戸木材会館5階会議室

講師弁護土 丸山富夫氏
場所 神戸商工会議所垂水支部

I臨

定員 40名（先羞順） l躁 講師 税理士 森田茂伸氏

l際

参加費 1名につき 1. 000円（資料代、消費税含む） I撚 定員 30名（先着順）
l蹄

参加費 10,000円（テキスト ・資料代、消費税含む）

【申し込み先】 兵庫支部 匹577-1110

女性営業アシスタント実務セミナー
一基本マナーの再確認とセンスアップ・好感度アップを目指します一

日 時 9月6日（水） 午前10時一午後4時30分

場所 神戸商工会議所3階会議室

講 師 （初セールス・プロ モー ション・ビューロー

インストラクター 樋口まゆ美氏

対象 セールス ・サービス部門の女性社員

定員 40名（先着順）

参加費 1名につき

会員16,000円／一般24,000円

（昼食代 ・資料代 ・消費税を含む）

【申 し込み先】 中小企業振輿部 岱303-5810

最低資本金増額対策セミナー
商法、有限会社法改正による資木金増額の猶予期間は、被災

地域のみ平成9年3月31日までです。増資に意外と時間がかか

るため、今のうちに準備をはじめられてはいかがですか。

日 時 9月8日 （金） 午後1時30分ー4時30分

場所神戸商工会議所3階会議室

講師監蒼法人大成会計社

代表社員公認会計士 岩崎和文氏

定員 100名（先着順）

参加費 2,000円（資料代、消費税含む／当日ご持参下さい）

【申し込み先】 産業復興支援センタ ー 匹303-1001

法人税申告書の書き方講習会
法人税申告書の仕組みや作成手順を、初心者向けに解説する

基礎講座

日時 10月4日（水）、 llR（水）、181::l（水）の 3日間

午後 1時30分ー4時

場 所 （沿兵庫納税協会 3階会議室

（兵庫区水木通2-2 -3 

高速新開地駅から北西徒歩3分）

講 師 公認会計十 友弘正人氏

定員 40名（先着順）

参加費 5,000円（資料代、消費税含む）

【申 し込み先】 兵庫支部 匹577-1110

～初心者向／ わかりやすい／ 実戦に対応～

やさしい実務簿記講座
（仕訳から決算まで）

日 時 8月22日ー10月12日／毎週火 ・木 (15回コース）

午後 1時30分ー3時30分／2時間集中コース

【申し込み先】 垂水支部 匹706-1234

最新労働関連ビジネス情報セミナー
～雇用関連助成金の活用法と円高対策事業について～

日時 8月29日（火） 午後 1時30分ー4時

場所 神戸面工会議所3階神商ホール

内 容 「改正業種雇用安定法」の内容と受給手1順／環境整備

奨励金による設備の改善策／被災者雇用に係る奨励金

支給制度／円高等雇用対策推進事業の概要

講 師 高年齢者雇用アドバイザー 三 木幸四郎氏

定員 80名（先苔順）

参加啓 2,000円

（資料代 ・消費税を含む。当日ご持参下さい）

【申し込み先】 産業復興支援セ ンタ ー 匹303-1001

中小企業者のための

公的資金の金融説明・相談会
ビ

説明会

日 時 9月12日（火） 午後 1時30分ー3時
場 所 神戸商工会議所3階神商ホール
説明機関 兵庫県両工部金融課

神戸市経済局中小企業指導センタ ー

商工組合中央金庫

中小企業金融公庫

国民金融公庫

神戸商工会議所

個別相談会 （秘密蔽守） 午後3時ー 5時
主 催 神戸商工会議所

【申し込み先】 中小企業振輿部 匹303-5811

女性秘書実務実践講座
～エグゼクティフの有能なパートナーを目指して～

日 時 9月29日 （金） 午前10時ー午後4時30分
場 所 神戸市産業復腿センター 8階会議室

（神戸ハーバー ランド内）

内 容 秘書としての心かまえ／秘書として求められる能力／

望ましい人柄と身だしなみ／まとめ～エグゼクティブ

のパート ナーとして～

講 師 ECCコンピューター学院

秘書科主任講師 兼田裕子氏

対 象 女性秘書 ・レベルア ップを目指す一般女性社員の方

定員 40名（先着II傾）
参加費 会員14,800円／一般22,800円

（資料代 ・消費税を含む／昼食代は含みません）

【申し込み先】 中小企業振興部 匹303-5810

, 9 
"' 

会 議所

冒

-?＇ ョ
，
 

経済白書説明会

先日発表された「平成7年度年次経済報告 （経済白書）」の

内容などについて、実際に取りまとめられた経済企画庁ご担当

官よりご説明頂きます。

日時 8月24日 （木） 午後3時30分ー 5時

場所 神戸搭i工会議所3階会議室
講 師 経済企画庁

調査局内国調査第一課長 貞広 彰氏

参加費 1,000円（当日ご持参下さい）

【申し込み先】 産業部 匹303-5805

最低資本金をクリアするための
手法と手続き講座

日時 9月6日 （水） 午後 1時30分ー4時30分

場所神戸木材会館5階会議室

講 師 税理士 森田茂伸氏

内 容 増資実務の流れについて／株式会社の対応策について

／有限会社の対応策について／合名、合資会社の株式

会社への組織変更の実務について／最低資本金制度と

経過措置について

定員 40名 （先着順）

参加費 1名につき 1. 000円 （資料代、消費税含む）

【申し込み先】 兵庫支部 匹577-1110

製造物責任(PL)法を

うまく切り抜ける講座
ー事例で見るPL法対応策から万ーの事故の際の体制作りまで一

E 

日時 9月19El（火） 午後 1時30分ー3時30分

場 所 （沿兵庫納税協会 3階会議室

（兵庫区水木通2-2 -3 

高速新開地駅から北西徒歩3分）

講 師 （樹ブレーン・サポート 代表取締役

PL管理士 木村俊良氏

定員 40名 （先着順）

参加費 無料

【申し込み先】 兵庫支部 ff577-1110 

ぁ す の 健 康
財団法人兵庫県予 防医学協会 は、皆様の健康保持増進と福祉に寄与することを目的として、 兵庫県、神戸 市、医師会などが協力 して設立し

た公益法人です。 常に新しい医学 の研究に取り組み、技術の 向上を図り、 予 防医学知識の普 及に努め、広く社会 に貢献致し ます。

主 な事業 く定期健康診断、特殊健康診断、消化器検診、大腸がん・肺がん検診、作業環境測定〉 〈消化器・ 循環器 ・骨粗慇症 ・乳がん ・子宮がん検診〉

〈心臓病・腎臓及び糖尿病検査、結核・ 脊柱側弯症・小児成人病予防検診、寄生虫卵検査〉

〈成人病総合健診（半日人間 ドッ ク）、政管健保成人病予防健診、消化器・循環器・胸部精密検査、 骨粗繋症検診〉

〈水質検査、簡易専用水道定期検査、食品検査、細菌検査〉 〈保健指導、研究教育活動、 資料 の提供、講演会の講師派遣〉

いきいきライフセミナー

医 から学 ぶ 人の生き様 一生き生きと生きるために 一

国立 がんセンター顧問 和田武雄先生

平成 7年 9月7日沐） 13 : 30~15 : 00 神 戸 文化ホール （入場無料）

参加ご希望の方は、はがきに住所 ・ 氏名 ・ 屯訪番号をご；；上人の 1•• 、 卜記へお巾込み くたさし＼ 先沿順に人場祁雌券をお送り (9たします j

財団法人上し川え関1う二似i匝ミ笞を拐力合ミ広報課〒658神戸市東灘区御影本町4-4-20匹直通 (078)856-7206 
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ひ
ろ
う

尾
篭
な
話
で
恐
縮
で
す
が
、

肛
門
か
ら
た
び
た
び
山
血
す
る

の
で
痔
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
あ
ま
り
続
く
の
で
検

査
を
受
け
て
み
る
と
直
腸
ガ
ン

だ
っ
た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
最

近
急
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
痔

の
病
は
日
本
人
が
最
も
多
く
か

か
る
病
気
の
一
っ
で
す
。
成
人

期
の
三
人
に

一
人
は
痔
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
言
わ
れ
る
く
ら

い
に
な
じ
み
の
深
い
病
気
で
す
。

日
本
の
古
く
か
ら
の
生
活
様
式
、

例
え
ば
畳
の
上
に
座
る
と
か
、

ト
イ
レ
で
し
ゃ
が
む
な
ど
が
、

こ
の
病
気
の
発
病
に
深
く
閃
わ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
姿
勢
で
長
く
い
る
よ
う
な

職
業
の
方
、
例
え
ば
い
つ
も
座
っ

て
い
る
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ

ん
や
、
立
ち
っ
ば
な
し
の
デ
パ
ー

ト
の
売
り
子
さ
ん
な
ど
は
な
り

や
す
い
の
で
す
。

痔
疾
そ
の
も
の
の
原
因
は
、

肛
門
の
回
り
の
血
液
循
環
が
悪

く
な
っ
て
静
脈
が
膨
れ
上
が
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
起
こ
っ
て
く

る
の
で
す
。
こ
の
病
気
で
命
を

落
と
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の

で
、
つ
い
つ
い
軽
く
見
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
い
っ
た
ん
か
か
る

と
な
か
な
か
治
り
に
く
い
病
気

で
す
。
手
術
を
受
け
て
も
完
治

し
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
痛

み
や
不
快
さ
は
患
っ
た
者
で
な

け
れ
ば
分
か
ら
ず
、
長
年
じ
っ

と
辛
抱
し
て
い
る
人
が
い
か
に

多
い
か
。
そ
も
そ
も
人
が
寺
に

入
る
ま
で
、
つ
ま
り
死
ぬ
ま
で

治
り
切
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
病

R 

瓢

と
し
て
は
、

～痔の原因と対策～

（
や
ま
い
）
だ
れ

に
寺
と
い
う
字

を
人
れ
て
痔
と

書
く
の
で
す
が
、

こ
の
い
わ
れ
を

ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。私
達
日
本
人

に
痔
の
病
気
が

多
い
の
は
や
む

を
碍
な
い
と
し

て
も
、
少
し
や
っ

か
い
な
問
題
が

起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
日
本

で
増
え
つ
つ
あ
る
ガ
ン
の
種
類

肺
ガ
ン
に
次
い
で

腸
ガ
ン
で
す
。
日
本
人
の
代
表

的
な
消
化
器
ガ
ン
で
あ
る
胄
ガ

ン
は
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
ま
し

こ
｀
ゞ
ヽ

ナ
カ

そ
の
か
わ
り
に
結
腸
や

直
腸
の
ガ
ン
が
急
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
私
達
の
食
べ

る
食
事
が
だ
ん
だ
ん
欧
米
化
し

て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
欧
米
で
は
腸
ガ
ン

の
方
が
胄
ガ
ン
よ
り
ず
っ
と
多

い
の
で
す
が
、
日
本
も
欧
米
に

似
て
き
た
と
言
う
訳
で
す
。
痔

と
直
腸
ガ
ン
を
ど
う
し
て
見
分

け
る
か
。
そ
ん
な
に
難
し
い
こ

と
で
は
な
く
て
、
ほ
と
ば
し
る

よ
う
に
出
血
す
る
場
合
は
痔
と

考
え
て
も
良
く
、
ガ
ン
の
時
は

便
と
混
じ
っ
て
汚
い
血
が
で
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
ま
た
何

度
も
排
便
し
た
い
よ
う
な
便
意

が
あ
る
こ
と
も
特
徴
の
―
つ
で

す。
肛
門
は
消
化
管
の
出
口
で
す

か
ら
た
い
へ
ん
大
事
な
所
で
す
。

解
剖
学
的
に
は
、
入
り
口
で
あ

る
口
と
同
じ
よ
う
な
構
造
に
な
っ

て
お
り
、
直
腸
と
の
境
界
は
歯

並
び
に
形
が
似
て
い
る
こ
と
か

ら
歯
状
線
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ

の
線
か
ら
上
は
直
賜
枯
膜
で
、

こ
こ
に
痔
核
が
で
き
た
の
が
内

痔
核
、
自
律
神
経
支
配
な
の
で

痛
み
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

函
状
線
か
ら
下
は
肛
門
土
皮
と

呼
ば
れ
る
皮
膚
の
変
化
し
た
部

分
で
、
こ
こ
に
出
来
る
の
を
外

痔
核
と
呼
び
ま
す
。
こ
こ
は
ロ

で
己
え
ば
唇
に
あ
た
る
所
な
の

で
と
て
も
神
経
過
敏
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
外
痔
核
は
猛
烈
に

痛
む
の
で
す
。
こ
の
部
分
は
約

一
・
五
誌
の
幅
が
あ
っ
て
切
れ

や
す
く
、
山
血
を
伴
う
と
い
わ

ゆ
る
切
れ
痔
と
な
る
の
で
す
。

痔
を
切
ら
ず
に
治
す
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、

痔
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
何
に
注
意

を
払
え
は
よ
い
か
。
薬
よ
り
も

ま
ず
牛
活
を
変
え
る
こ
と
で
す
。

座
っ
た
ま
ま
と
か
、
で
き
る
だ

け
同
じ
姿
勢
を
長
く
続
け
な
い
、

お
尻
を
冷
や
さ
な
い
、
時
々
運

動
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
る
、

な
ど
で
す
。
食
事
に
も
気
を
つ

け
て
果
物
や
野
菜
な
ど
繊
維
の

多
い
食
物
を
十
分
に
と
り
、
便

秘
し
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
。

肛
門
部
の
衛
生
に
も
注
意
し
、

お
尻
の
回
り
を
き
れ
い
に
す
る

こ
と
で
す
。
お
勧
め
し
た
い
の

は
朝
晩
の
入
浴
で
、
体
全
体
を

暖
め
る
か
ら
局
所
の
血
液
循
環

も
良
く
な
り
ま
す
。
同
時
に
周

辺
部
の
清
潔
も
保
て
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
簑
生
を
し
て
も

な
か
な
か
よ
く
な
ら
な
い
場
合

. = — ~ ミ
゜

こ
ま
、

i
i
 

※
こ

の
コ
ー
ナ
ー
は
ト

ッ
プ
の
た
め
の

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン
講
座
と
交
互
に
掲
載

し
ま
す
。 や

は
り
手
術
が
必
要
と

｝予

な
り
ま
す
。
以
前
に
は
患
部
を

｛

全
部
取
っ
て
し
ま
う
ホ
ワ
イ
ト

[

ヘ
ッ
ト
法
が
一
般
的
で
し
た
が
、

-[
 

排
便
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な

<

i
《

な
る
な
ど
の
後
遺
征
が
残
っ
た

り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近〗『f

で
は
研
究
の
成
果
が
上
が
っ
て
、

]]

手
術
法
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
痔
核
に
血
液
を
送
っ
て
い

｝

前
号
で
書
類
氾
濫
の
オ
フ
ィ

庄
さ
r.

る
血
管
を
結
某
し
な
誓
、
袖
i

に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
オ

フ
ィ

核
を
部
分
的
に
切
除
す
る
方
法
ス
で
吉
類
氾
濫
が
起
こ
る
要
因

が
開
発
さ
れ
、
後
迄
症
も
非
常

[
に
速
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

に
少
な
く
、
入
院
に
要
す
る
日
i

け
ら
れ
る
。

。

一

・
日
常
業
務
に
追
わ
れ
、
整
碑
・

t
 

-]
 

数
も
短
く
な
っ
て
い
ま
す

漢
方
薬
で
痔
の
薬
と
言
え
ば
、
一

整
頓
が
後
回
し
に
な
り
が
ち

で
あ
る

)1 
f
 

。
T
 

苗
か
ら
乙
字
湯
が
有
名
で
す

た
い
へ
ん
面
白
い
名
前
で
そ
の〖
・
管
雌
職
も
含
め
て
、
書
類
管

由
来
は
筆
者
も
知
ら
な
い
の
て

｛

皿
を
必
要
と
す
る
意
識
が
低

す
が
、
入
っ
て
い
る
生
薬
の
種

一

ぃ

類
か
ら
考
え
る
と
、
血
液
の
流

L
・号
令
を
か
け
る
と
き
し
か
書

れ
を
良
く
す
る
薬
と
、
便
秘
を

丑

類
の
見
直
し
が
行
わ
れ
な
い

だ
い
お
う

治
す
の
に
有
効
な
大
黄
が
入
っ

i

．
書
類
を
捨
て
て
い
い
か
と
う

て
い
ま
す
。
東
洋
医
学
で
は
痔
か
わ
か
ら
な
い

の
原
因
の
基
本
は
齊
血
と

言
っ

[ •
収
納
什
器
や
寧
最
着
理
ス
。
ヘ
ー

て
血
の
流
れ
が
滞
る
状
態
と
さ
ス
が
極
め
て
少
な
い

れ
、
そ
れ
に
対
し
て
駆
疾
血
剤
、
・
古
類
管
理
基
準
が
あ
っ
て
も

言
い
換
え
れ
ば
血
流
を
改
筵
早
土

き
び
し
く
管
碑
さ
れ
て
い
な

る
薬
を
投
勺
す
れ
ば
痔
か
冶
る
、

'[

い

と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
他
に[•書
類
管
理
に
対
す
る
指
導
か

乙
字
湯
に
入
っ
て
い
る
生
薬
に
行
わ
れ
て
い
な
い
な
ど

は
、
升
麻
や
紫
胡
が
あ
り
ま
す
。

]]

六
月
＝一
日
付
け
の
朝
日
新
聞

夏
は
て
に
よ
く
使
わ
れ
る
補
中

一
に
、
「
諜
長
の
本
音
」
八
机
の

益
気
湯
に
も
升
麻
は
含
ま
れ
て
上
＞
欄
に
、
書
類
に
関
す
る
実

お
り
、
升
麻
は
落
ち
込
ん
だ
気
態
が
渇
載
さ
れ
て
い
る
。
い
く

]
 

を
持
ち
上
げ
る
作
用
が
あ
り
ま

・[

す
。
紫
胡
は
そ
の
働
き
を
強
め

｛1 
[
 

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
痔
や
1

脱
肛
は
気
が
落
ち
込
ん
だ
た
め

で

に
起
こ
る
状
態
と
い
う
束
洋
疾
1

学
の
考
え
に
基
づ
い
て
、

一
っ
i

一
9
-

の
生
薬
を
入
れ
て
あ
る
の
で
す
。

お
尻
の
病
気
で
悩
む
の
患
者
さ

―]

ん
は
気
持
ち
が
沈
み
が
ち
な
の

[
》

L

で
、
こ
の
処
方
が
び
っ
た
り

＾

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

兵
庫
県
立
尼
崎
病
院
名
誉

it
 

院
長
・
尼
崎
市
民
健
康
開

｝,-

い
い
[
-
:
[

｛
｛
 

i
 -
活用頻度が低い 活用頗度が高い

40% 

活用頻度ゼロ

【書類の活用頻度】

▽
管
理
職
に
な
っ
て
以
来
、
特

に
思
っ
こ
と
ー
机
の
上
の
書
類

の
高
さ
は
、
決
断
力
の
な
さ
に

比
例
す
る
。

（
造
船•
四
十
六
オ
）

▽
某
役
員
は
、
新
聞
の
コ
ビ
ー

や
メ
モ
書
き
な
ど
雑
多
な
情
報

を
デ
ス
ク
マ
ッ
ト
に
挟
み
込
ん

で
い
る
。
オ
ウ
ム
関
連
も
あ
り
、

知
的
好
奇
心
に
は
驚
く
ば
か
り
。

（
自
動
車

・
四
十
六
オ
）

▽
私
の
机
の
上
は
、
テ
レ
ッ
ク

ス
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
手
紙
の
類

で
雑
然
と
し
て
い
る
が
、
自
慢

で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
ど
こ
に

何
が
あ
る
か
大
体
わ
か
る
こ
と

だ

。

（

商

社

・
四
十
七
オ
）

▽
年
二
回
、
社
内
の
整
理
整
頓

状
況
の
点
検
時
期
に
な
る
と
、

ま
た
た
く
間
に
机
の
上
が
片
付

く
人
か
い
る
。
要
は
机
の
下
へ

の
緊
急
避
難
な
の
だ
が
。

（
繊
維

．
―――
十
七
オ
）
な
ど

も
っ
と
も
こ
う
し
た
オ
フ
ィ

ス
の
書
類
氾
濫
は
、
わ
が
国
だ

け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
五
月
二

卜
五
日
付
の
日
本
経
済
新
聞
は
、

コ
ク
ヨ
株
式
会
社

〗

ロ

池

田

宏

米
政
府
に
書
類
へ

ら
し
を
義
務

づ
け
る
「
九
五
年
書
類
作
成
削

減
法
」
が
、
ク
リ
ン
ト
ン
米
人

統
領
の
署
名
に
よ
っ
て
成
立
し

た
と
報
道
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
同
法
は
打

整
自
理
予
算
局
に
全
書
類
の
必

要
性
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
、
九
六
、

九
七
年
で
年

一
0
%
、
九
八
年

か
ら

一0
0
一
年
ま
で
は
年
五

％
ず
つ
の
数
仙
目
標
を
設
置
し

て
書
類
の
量
を
減
ら
す
内
容
で
、

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
署
名
式

典
で
「
こ
の
法
律
に
よ
り
、
多

く
の
時
間
と
資
源
を
浪
費
す
る

書
類
の
山
を
征
服
で
き
る
」
と

高
く
評
価
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
平
均
的
な
オ
フ
ィ
ス

で
は
、
社
員
一
人
当
た
り
四

・

五
ー
六

Fm
程
度
の
書
類
を
保
有

し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
こ
う

し
た
オ
フ
ィ
ス
の
保
存
書
類
を

「
活
用
頻
度
」

に
よ
っ
て
区
分

す
る
と
図
の
よ
う
に
な
る
。

活
用
頻
度
が
高
い
書
類
は
全

体
の
四

0
％
で
あ
り
、
こ
れ
ら

は
利
用
者
の
近
く
、
す
な
わ
ち

オ
フ
ィ
ス
内
で
管
理
を
要
す
る

が
、
活
川
頻
度
の
低
い
書
類
二

0
％
は
、
オ
フ
ィ
ス
外
の
書
胴

や
倉
庫
で
管
理
し
て
も
、
業
務

に
は
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
活
用
頻
度
ゼ
ロ
の
四

0

％
は
、
即
廃
棄
が
可
能
と
な
る
。

つ
ま
り
、
オ
フ
ィ
ス
の
保
有

書
類
を
活
用
頻
度
に
よ
っ
て
区

分
し
、
整
理

・
整
頓
し
た
と
き
、

保
有
書
類
の
六

0
％
は
、
オ
フ
ィ

ス
外
へ
追
放
で
き
、
書
類
氾
濫

オ
フ
ィ
ス
の
改
善
が
可
能
と
な

る。

と

r
-

@ 保有書類の60%|す
オ7ィスから追放できる

疇

二

和ふ
貧

汲

互
姑
ッ
も
↑

占
｀

T
V
コ
マ
ー
シ
｀

蔓

、夏繹

7
.
9
.
5
っ
て
な
ん
で
稔―％玄
t

[

喜

、一

I 

□--

UCC上島珈琲株式会社

し一勺ー
！
ー

~
~
 

：
 

r, 

それはコーヒーのうまさを決める3つの敬字。
メジャー（ベイシックテイスト）が選んだのは、
7 ｛焙煎示度 •R)•9 （抽出温度 •D ) •5 （苦味示度． B ）。

あのハギワラも味わう「7・9・5」とは？ちょっと

缶のウラをこ覧くたさい。そう、そのマークが

「3-Dテイストスケール」。コーヒーのおいしさ

をつくりたす3つのポイント「焙煎・抽出・

苦味」の度合をそれぞれ9段階て表示しま

した。とかくわかりにくいコーヒーの味覚

表現へ、メシャーが提案する科学的な基準です。コーヒー会社

がこたわりぬいて、たとりついた味。それが、メジャーの「7・9・5」。

D 

ニ ご
B・亨え， う-/ 9/ ざ

/•9. 

r/‘ 
9’ 

近道せずに、たとりついたうまさ。UCCメジャー

⑮
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《｛列》

| 製品 二 険の口叫穏類 危険の深刻さ D 危険の発牛頻度：戸
卜

イ タヒし ・軍症 A ・ほぼ確実に発生する
I 

ロ：軽傷 B:発生する可能性がある

ハ：物的損害

浴室内の使用にお
I 

ドライヤー イ A 
ける感電 I 

坑 具
子供が飲み込むこ

イ B 
とによる窒息

ヒ
月

一
R
の
P
L
払
施
行
を

受
け
て
各
企
業
で

P
L
刻
策

の

検
吋

・
実
行
か
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
女
全
な
製
品
を
占
場

に
供
給
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

そ
の
中
心
を
な
す
べ
き
も
の
は

p
s
（
製
品
安
全
刻
珀
）
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
て
き
ま
す
。

こ
の

P
S
の
推
進
に
は
、

う

の
ス
テ
／
プ
か
必
要
で
す
。
ま

ず
第
一
が
、
製
品
の
リ
ス
ク
を

客
観
的
に
訂
価
す
る
こ
と
、
そ

し
て
第

一か
社
凶
体
制
を
整
備

し
、
全
叶
を
あ
げ
て
組
織
的
に

取
り
糾
む
こ
と
で
す
。

＠ 製品安全対策のポイント

ー

た
だ
し
、

V
p
u
J
 

各
音

Is

リ
ス
ク
の
岬
価

P
L対
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
、
ま
ず
、
白
社
の
さ
ま
ざ
ま

な
商
閑
に
ど
の
よ
う
な
危
険
性

が
潜
ん
で
い
る
の
か
を
洗
い
だ

し
、
そ
の
リ
ス
ク
を
客
観
的
に

判
断
す
る

こ

と

リ

ス

ク

の

評

価

が

第

の

ス

テ

ッ

プ

で
す
。
こ
う
し
て
リ
ス
ク
を
評

価
し
た
上
て

リ
ス
ク
が
高
い
と

刊
断
さ
れ
る
順
に
優
九
順
位
を

付
け
て
対
応
策
を
検
訓
し
て
い

き
ま
す
。

【
具
体
的
な
リ
ス
ク
の
評
価
方

法】
ま
ず
自
祈
の
全
製
品
に
つ
い

て
、

P
L
市
故
が
起
き
た
場
合

鼠
嘉
(D
a
m
a
g
e
a
b
i
lity)

皐
故
の
発
生
頸
度

(F
r
e
q
u
,

e
n
c
y
)

を
検
訓
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
結
果
を
も
と
に

各
製
晶
の

P
L
リ
ス
ク
を
分
析

し
ま
す
。
こ
の
際
に
面
要
な
の

は
、
①
使
用
者
の
誤
使
用
に
つ

い
て
も
留
恙
す
る
こ
と
、
②
頻

度
か
低
く
て
も
州
否
が
人
き
い

も
の
は
手
大
リ
ス
ク
で
あ
る
こ

と
、
の
．

一点
で
す
。

2

社
内
体
制
作
り

紅
内
体
制
に
つ
い
て
は
、
人
、

資
令
、
時
閲
な
ど
に
制
約
か
あ

る
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
屯
要
な
こ
と
は
、

経
営
ト
ッ
プ
月
ら
か

宇
気
し
、
企
楽
か
一

体
と
な
っ
て
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
で
す
。

P
L
問
題
は
、
研
究

開
発
部
門
か
ら
設
吐

資
材
調
逗
、
製
造
、

品
質
保
証
部
門
は
も

と
よ
り
、
営
楽
お
よ

び
安
全
サ
ー
ヒ
ス
部

門
、
廃
棄

・
回
収
部

門
な
ど
ま
て
係
わ
り

の
あ
る
も
の
で
す
の

て
、
こ
う
い

っ
た
各

部
門
か

P
L
を
窓
識

し
て
初
め
て
、

P
S

が
只
体
的
に
勁
い
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま

す。

が
バ
ラ
ハ
ラ
に
安
↑
性
を
追
求

し
て
い
て
は
、
P
S
は
う
ま
く

機
能
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
各

部
門
間
の
調
賂
と
情
鉗
交
換
が

非
常
に
平
要
と
な
り
ま
す
。
販

売

・
サ
ー
ヒ
ス
部
門
で
集
め
た

ク
レ
ー
ム
情
報
、
総
務

・
法
務

部
門
な
と
で
集
め
た
法
規
間
の

動
き

・
訴
訟
的
な
ど
か
開
発

・

設
訂
部
門
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ソ
ク

さ
れ
、
安
全
設
計
に
牛
か
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

（協
カ
・
住
友
海
上
火
災
保
険

（株
）神
戸
支
店
）

贔
度
化
市
業
に
関
す
る
説
明

の
二
回
口
で
す
。
今
回
は
、
高

度
化
事
業
の
栢
類
に
つ
い
て
こ

説
明
し
ま
す
。

四
、
高
度
化
事
業
の
稲
類

高
度
化
事
業
の
種
類
は
以
下

に
述
べ
る
と
お
り
で
す
が
、
市

業
の
実
施
上
休
に
よ
っ
て
分
類

す
る
と
、

中
小
企
業
者
が
組
合

な
ど
を
設
訂
し
て
自
ら
行
う
事

業
と
地
方
公
11
〈
団
体
と
中
小
〈
11.

業
者
か

一
体
と
な
っ
て
設
立
し

た
第
一ニ
セ
ク
タ
ー
ま
た
は
尚
工

会
な
ど
が
中
小
企
業
を
支
援
す

る
た
め
に
行
う
市
業
と
に
分
け

ら
れ
、
そ
れ
そ
れ
法
律
上
て
は

鍋
度
化
に
寄
与
す
る
事
業
、
高

度
化
を
支
援
す
る
串
業
と
よ
ん

で
い
ま
す
。

1

高
度
化
に
寄
与
す
る
事
業

（
事
業
実
施
主
体
は
、
事
業

協
同
組
合
な
ど
）

（
以
下
の
助
成
条
件
は
、

①
貸
付
割
合
、
②
作
利
、
③

償
還
期
限
（
う
ち
、
即
西
期

間
）
の
順
で
す
）

（

集
団
化
事
業
（
工
場
等
集

団
化
事
業
、
店
舗
等
集
団
化

事
業
、
貨
物
自
動
車
タ
ー
ミ

ナ
ル
等
集
団
化
事
業
、
倉
庫

等
集
団
化
事
業
）

都
巾
公
害

・
交
通
難
な
と

本
所
て
は
、
会
貝
対
象
に

P

L
団
体
保
険
（
下
記
広
告
）
の
取

り
扱
い
を
開
始
し
て
お
り
、
ヒ
凡

木
現
在
、
約
四
白
社
か
中
小
企

業

P
L
保
険
に
加
人
し
て
い
ま
す
。

似
険
料
か
大
輻
割
り
引
き

（
四
し
％
引
き
）
の
神
戸
向
丁
会

議
所
中
小
企
業

P

L
似
険
に
ぜ

ひ
ご
加
入
不
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

合
墨
市
業
チ
ー
ム

C
3
0
3
.
5
a
8
0
2
 

の
立
地
条
件
の
悲
化
に
よ
り
、

事
楽
活
励
に
支
防
を
生
じ
て

い
る
中
小
介
業
者
か
、
集
い

て
郊
外
の
適
地
に
移
転
し
、

そ
こ
で
種
々
の
共
同
事
業
を

実
施
し
、
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
甲
業
で
す
。
①
六
五

％
②
ニ

・
七
％
③
二
十
年
以

内
（
三
年
以
肉
）

②
施
設
共
同
利
用
事
業
（
エ

場
共
同
利
用
事
業
、
建
設
業

事
業
所
共
同
利
用
事
業
、
商

業
店
舗
等
共
同
利
用
事
業
、

貨
物
自
動
車
運
送
業
事
業
所

共
同
利
用
事
業
）

小
規
模
介
業
者
が
手
と
し

て

―
つ
の
建
吻
に
集
回
で
移

転
し
事
業
を
行
う
た
め
、
公

的
機
関
が
小
規
模
介
業
者
に

代
わ
り
専
業
計
圃
の
作
成
や
、

建
物
な
ど
の
建
設
を
行
い
、

譲
り
渡
す
事
業
て
す
。
①
九

0
％
②

一
・
七
％
③
二
十
年

以
内
（
一
年
以
内
）

③

小
売
商
業
等
商
店
街
近
代

化
事
業
仰
店
街
の
山
小
小
売
面
楽

者
等
か
ま
と
ま
っ
て
店
舗
の

建
て
替
え
を
行
い
、
ア
ー
ケ
ー

ト

・
カ
ラ
ー
舗
装

・
駐
車
場

な
ど
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
行
う

乎
菜
で
す
。
①
六
h
％
②
一
・

事 ｀

商
工
会
議
所
P

L
保
険

加
入
募
集
中

ヒ
％
③
-
十
作
以
内

以
内
）

④

小
売
鹿
業
店
舗
等
共
同
化

事
業中
小
小
売
底
業
者
な
と
が

雙
呈
た
は
合
併

・
山
資
会

社
を
設
立
し
て
、
品
ぞ

ろ
え

露
鸞
な
ジ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
や
、

（
一
年

魁
力
的
な
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ

ソ
ト
な
ど
を
建

設
す
る
串
菜
て
す
。
①
，ハ
れ

％
②
ニ

・
ヒ
％
③
十
五
年
以

内

（l
-

年
以
内
）

⑤

情
報
化
共
同
事
業

中
小
企
業
者
が
組
合
ま
た

は
共
同
山
育
会
社
を
設
立
し

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど

の
情
柑
処
辿
機
器
を
導
人
し

販
売
管
岬
•

財
務
笛
岬
な
ど

を
共
同
て
行
い
、
経
営
若
即

の
効
率
化
を
図
る
事
芙
で
す
。

①
七

0
％
②
ニ

・
七
％
③
+

万
年
以
内
（
一
年
以
附
）

⑥

小
売
商
業
連
鎖
化
事
業

中
小
小
元
商
業
者
が
組
合

ま
た
は
共
同
出
資
会
り
を
設

立
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
経
賞
の

狐
立
性
を
保
籾
し
つ
つ
チ

ェ
ー

ン
店
と
し
て
鈷
合
し
経
営
強

化
を
区
る
甲
業
て
す
。
の
六

万
％
②
ニ

・
ヒ
％
③

1
7
1
年

以
内
（

一年
以
囚
）

⑦

共
同
施
設
事
業

中
小
企
業
者
が
生
互
・
加

ェ

・
販
売
な
ど
の
事
楽
を
行

う
た
め
の
施
設
を
11
〈
同
で
設

密
す
る
事
楽
で
す
。
例
え
ば
、

且
同
物
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置

新
鋭
機
器
の
導
入
な
ど
が

あ

り
ま
す
。
①
六
五
％
②
-
．

七
％
③
+
上
汀
以
内

(-

年

以
内
）

⑧

設
備
リ
ー
ス
事
業

組
合
か
公
害
防
叶
設
備
、

省
資
加

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

仰
、
安
令
衛
生
設
備
ま
た
は

労
働
力
不
足
対
応
設
備
を

i

括
し
て
取
得
し
、
組
合
口
に

賃
貸
（
リ
ー
ス
）
す
る
事
楽

で
す
。
①
六
五
％
②
ニ

・
ヒ

％
③
十
五
年
以
内
（
二
年
以

内
）

⑤

施
設
集
団
化
事
業

創
造
店
動
似
追
法
の
認
定

を
受
け
た
組
合
が
製
品
閲
発

の
成
果
を
字
楽
化
し
た
り
、

集
積
店
性
化
法
の
認
定
を
受

け
た
紐
含
が
特
定
分
野
へ
の

進
出
を
共
同
て
い
う
た
め
、

集
口
で
丁
菜

・
市
楽
場

・
店

舗
な
ど
を
唸
直
す
る
市
業
て

す
。
①
八

0
％
②
佃
利
子
③

丁
年
以
内
（
―一
年
以
内
）

⑩

工

場

翡

化

事

業

製
造
染
ま
た
は
情
報
サ

ー

ヒ
ス
業
を
行
う
小
規
模
企
業

者
か
、
土
と
し
て

―
つ
の
建

物
に
集
団
で
移
転
し
、
手
業

を
行
う
た
め
の
共
同
工
場
を

建
設
し
、
併
せ
て
事
業
の
九

臼
化

・
協
業
化
を
和
う
事
業

で
す
。
①
八

0
％
②
佃
利
了

③

一十
年
以
内
〔
―
-
年
以
内
）

⑪

知
識
集
約
化
共
同
事
業

共
固
出
資
会

fiま
た
は
、

近
促
法

・
ト
泊
振
睫
法

・
創

造
活
励
促
進
法

・
集
粕
活
性

化
仏
・
伝
・
り
止
法
及
ひ
近
代
化

賓
金
助
成
法
な
ど
の
特
別
の

法
葎
の
認
定
を
受
け
た
組
合

か
新
製
口
叩
開
発

・
技
術
閃
発

な
ど
の
研
究
開
発
を
和
う
事

業
で
す
。

設
備
資
金

①
八

0
％
②
無
利
了
③
二

ト
年
以
内
(
―-＿年
以
内
）

迩
転
資
金

①
ヒ
0〗
％
②
ニ
・

ヒ
％
③

ヒ
年
以
内
（

一
年
以
内
）

2
・
高
度
化
を
支
援
す
る
事
業

（事
業
実
施
主
体
は
、
第
三

／
 
ご,‘
 名圭ー9しノー箱が麻虎戸神しi

ホ

．t
A

セ
ク
タ
ー
、
商
工
会
な
と
）

（

地
域
産
業
創
造
基
盤
整
備

事
業地
域
中
小
企
業
の
圧
楽
お

こ
し
の
品
盤
と
な
る
研
修

・

訓
紬
な
と
に
必
娑
な
施
設
を

設
四
す
る
市
業
て
す
。
代
表

的
な
も
の
と
し
て

111小
企
業

起
業
化
セ
ン
タ
ー
（
イ
ン
キ
ュ

ペ
ー
タ
ー
）
車
染

・
地
域
祈

扱
術
関
発
セ
ン
タ
ー
事
業

・

新
地
場
・峠
業
創
由
セ
ン
タ
ー

亨
業
が
あ
り
ま
す
。
①
八
〇

％
②
無
利

f
③
設
罰
ー
ニ
十

年
以
臼
、
運
転
ー
十
年
以
内

（
と
も
に
―
―
作
以
臼
）

②

商
店
街
整
備
等
支
援
事
業

第

一
セ
ク
タ
ー
や
刹
丁
会

な
ど
が
、
魁
力
あ
る
商
店
街

を
つ
く
る
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル

・
イ
ベ
ン
ト
広

場

・
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

・
駐

市
場
な
と
の
醗
店
街
の
活
沖

化
施
設
を
整
備
す
る
事
業
、

ま
た
は
こ
れ
ら
の
施
設
と
併

せ
て
ジ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

型
の
商
業
店
舗
を
設
置

・
運

営
す
る
事
業
で
す
。
①
八
〇

％
②
無
利
了
③
二
十
年
以
内

（
万
年
以
内
）

紙
直
の
部
合
に
よ
り
こ
紹
介

で
き
な
か
っ
た
宇
菜
か
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、

兵
庫
県
商
工
部
商
業
観
光
課

ま
た
は
上
業
諜
8
3
4
1
.
7

7
1
1
、
中
小
企
業
市
菜
団
融

資
部
融
資
計
両
課
6
0

3
.
5

4
7
0
.
1
5
2
8
ま
で
お
閂

い
合
わ
せ
卜
さ
い
。

9
 

「知っていますか？ 」

PL法が平成7年7月1日施行されました！！
（製造物責任法）

「加入していよすか？ 」

（加入募集中〕万ーのアクシデントをしっかりカバーする商工会議所の

PL相談窓口開設中！！

毎月第 2• 4水曜日

時間午後 1時ー3時

場所 本部（ポートアイランド）

※相談ご希望の場合、事前に会員

事業部へ電話予約して下さい。

●PL法に対応

●簡便な加入手続

●保険料は全額損金処理可能

〈PL関連についてのお問合せ、保険加入手続は下記の神戸市内の引受保険会社まで
お願いします。 〉
共栄火災海上保険相互会社

興亜火災海上保険株式会社

住友海上火災保険株式会社

大成火災海上保険株式会社

太陽火災海上保険株式会社

第一火災海上保険相互会社

大東京火災海上保険株式会社

千代田火災海上保険株式会社

東京海上火災保険株式会社

乞341-7623

匹391-6841

岱331-8501

む391-5411

岱391-3141

岱242-2664

岱351-2481

む321-7901

匹333-7244

東洋火災海上保険株式会社

同和火災海上保険株式会社

日動火災海上保険株式会社

日産火災海上保険株式会社

日本火災海上保険株式会社

富士火災海上保険株式会社

三井海上火災保険株式会社

安田火災海上保険株式会社

シ グ ナ 保険 会 社

fl362-5810 

乞391-7301

岱391-6881

匹393-3116

岱351-1021

℃265-2620 

岱321-5917

岱333-2571

岱231-6661

1:神戸商工会議所 会員事業部 〒650神戸市中央区港島中町6丁目1番地
む 303-5802
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震
災
後
、
「
被
災
市
街
地
復

興
特
別
措
置
法
」
と
「
神
戸
市

震
災
復
興
緊
急
整
備
条
例
」
が

制
定
さ
れ
て
新
た
な
建
築
制
限

な
と
が
定
め
ら
れ
た
と
聞
き
ま

し
た
が
、
そ
の
内
容
を
教
え
て

下
さ
い
。

A
 

阪
神

・
淡
路
大
震
災
以
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
別
立
法
や
描
置

が
溝
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
質

問
の
よ
う
に
新
法
と
新
条
例
に

は
被
災
地
て
の
建
築
を
制
約
す

る
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
「
被
災
古
街
地
復
興

特
別
措
置
法
」
は
、
平
成
七
年

一
月
二
十
六

El
、
阪
神
人
衷
災

の
被
災
地
の
緊
急
な
復
興
を
図

り
、
か
つ
将
束
入
規
模
な
災
害

か
発
叶
し
た
場
合
に
迅
辿
な
対

応
を
可
能
に
す
る
よ
う
巾
街
地

の
計
画
的
な
整
備
・

改
善
や
復

躾
に
必
要
な
住
宅
の
供
給
に
つ

い
て
特
別
な
措
置
を
講
す
る
こ

と
を
目
的
に
公
布

・
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
大
規
模
な

霞
災
な
と
に
よ
り
相
当
数
の
建

物
が
滅
失
し
て
、
そ

の
ま
ま
で

は
不
良
な
街
区
が
形
成
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
り
、
上
地
区
画
整
辿

串
楽
な
と
を
実
施
す
る
必
要
か

あ
る
地
域
を
「
被
災
市
街
地
後

興
推
進
地
域
」
に
指
定
す
る
こ

と
と
し
、
こ
の
区
域
内
に
お
い

て
建
物
を
建
築
す
る
に
は
原
則

と
し
て
都
道
府
県
知
事
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
て
い
ま
す
。
神
戸
市
内
で

こ
の
よ
う
な
地
域
に
指
定
さ
れ

た
の
は
、
森
南
、
六
甲
道
駅
周

辺
、
松
本
、
御
管
、
新
長
田
駅

同
辺
の
五
地
区
で
す
。
こ
の
廷

築
制
限
の
期
間
は
災
害
発
生
の

U
か
ら
一
年
以
内
と
の
規
定
が

涸
か
れ
て
い
ま
す
。
例
外
的
に
、

自
ー
」
の
届
住
の
用
に
供
す
る
住

宅
も
し
く
は
自
己
の
業
務
の
用

に
供
す
る
建
築
物
で
あ
っ
て
、

①
二
階
以
下
で
あ
り
地
階
が
な

く
、
②
主
要
構
造
部
か
木
造
、

鉄
骨
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
造
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る

嘩
造
を
有
し
、
③
敷
地
が

三
百

平
方
認
未
満
て
、
④
容
易
に
移

転

・
除
却
で
き
る
も
の
な
ど
の

建
築
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
知

事
は
許
可
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
建
築
制
限
と
の
関

係
て
い
え
は
、
平
成
七
年
＝―-月

寸
七
日
に
士
地
区
画
整
碑
事
業

・

市
街
地
再
開
発
車
業
の
都
市
劃

画
決
定
が
な
さ
れ
、
こ
の
日
が

前
述
の
建
築
制
限
の
期
間
満
了

曰
に
さ
れ
た
た
め
、
硯
在
行
わ

れ
て
い
る
建
築
制
限
は
都
市
計

画
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
注
意
す
る
必
要
か
あ
り
ま
す。

都
市
副
画
法
に
よ
る
建
築
制
限

や
そ
の
例
外
も
内
容
的
に
は
煎

述
し
た
と
こ
ろ
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
り
、
階
数
か
二
階
以
下
で
地

階
を
有
し
な
い
木
造
、
鉄
骨
造
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
り

の
建
築
物
な
ど
容
易
に
移
転
・

除
却
て
き
る
建
築
物
は
、
原
則

と
し
て
許
可
を
受
け
て
建
築
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
「
被
災
市
街
地
復
興

特
訓
標
直
法
」
は
こ
の
よ
う
な

一
般
的
な
建
築
制
限
襦
置
た
け

で
は
な
く
、
上
地
区
画
整
罪
事

業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
な
ど

の
事
業
に
閃
し
て
も
住
宅
の
供

給
を
促
進
す
る
特
別
な
措
置
を

講
じ
て
い
ま
す
。
住
宅
不
足
の

著
し
い
披
災
市
街
地
復
興
推
進

地
域
内
て
施
打
さ
れ
る
上
地
区

画
整
四
事
業
に
つ
い
て
、
「
復

興
共
同
住
宅
区
」
を
定
め
て
一

定
規
模
以
下
の
宅
地
を
共
有
化

さ
せ
て
仕
宅
の
共
同
化
を
淮
進

し
た
り
、
施
行
区
域
外
に
建
設

し
た
住
宅
を
換
地
や
清
負
金
に

新
法
・
新
条
例
し
伴
う

建

築

制

限

に

て

代
え
て
勺
え
た
り
で
き
る
な
ど

の
措
置
て
す
。

つ
ぎ
に
、
「
神
戸
巾
糠
災
復

興
緊
急
整
備
条
例
」
は
、
平
成

七
年
二
月
十
六

R‘

震
災
復
興

事
業
と
し
て
の
市
街
地
と
住
宅

と
の
緊
急
整
備
を
円
滑
に
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
に
強

い
活
力
の
あ
る
市
街
地
の
形
成

及
ひ
良
好
な
住
宅
の
供
給
を
目

措
す
こ
と
を
閂
的
と
し
て
公
布

・

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例

の
有
効
期
間
は
施
行
の
日
か
ら

三
年
で
す
。
こ
の
条
例
に
よ
り
、

甚
大
な
被
害
を
被

っ
た
巾
街
地

の
う
ち
、
災
害
に
強
い
街
づ
く

り
を
追
め
る
必
要
性
の
あ
る
区

域
が
「
衷
災
復
興
促
進
図
域
」

と
し
て
指
定
さ
れ

（
合
計
上
千

八
百
八
十
ヒ
診
）
、

こ
の
促
進

区
域
内
で
建
物
を
建
築
し
よ
う

と
す
る
建
築
主
は
原
則
と
し
て

市
長
に
対
し
建
築
内
容
を
屈
け

山
な
け
れ
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
長
が
建

物
の
不
燃
化
を
図
っ
た
り
訂
囲

的
な
防
災
対
策
な
ど
を
指
導
し

た
り
す
る
た
め
に
建
築
主
と
協

議
す
る
こ
と
か
で
き
る
旨
が
明

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
屈
け
出

は
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
建

築
確
認
申
詰
を
し
よ
う
と
す
る

日
の
一―
―卜
日
前
ま
で
に
所
定
の

様
式
に
よ
っ
て
（
和
長
か
必
要

と
認
め
る
と
き
は
図
書
を
添
え

て
）
し
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
①
国
、
地
方
自
治
体

な
ど
か
哀
災
復
興
事
業
と
し
て

行
う
建
築
物
な
と
の
建
築
、
②

非
常
災
害
の
た
め
必
要
な
応
急

愕
直
と
し
て
行
う
建
築
物
な
と

の
建
築
、
③
重
点
復
興
地
域
外

で
、
主
要
構
造
部
か
木
造
、
鉄

骨
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ

ク
造
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る

瑞
造
を
も
ち
、

二
階
以
下
で
地

階
を
有
し
な
い
建
築
物
、
④
そ

の
他
中
長
が
特
に
震
災
復
興
宇

業
の
施
行
に
支
障
が
な
い
と
認

め
る
建
築
物
な
と
の
建
築
は
届

け
山
の
必
要
が
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
被
災
巾
街
地
復
興
特
別
批

弁
護
士

〔

戎

正

晴
‘--
# ‘T ^マ`

A 

さは手 で手律建定ー興訂ろ さ向石計地のさ区へ地盤再の条の実で 出不 楽今に今業士 こるな不り行則出単り涸
い役続許注続と物と哀緊画かこれか診二域形わは例域の生う例ね現もに可をに広回を 地計とた防燃ま為も 義な ‘法
°所き可憲き条のを災念、決られるっ文十ピ成しーえ 、

ば
に整 ちでらし災よ能ーは汎の行区画がめ災 化せをな務る条 ←

のなやがが例建受復祁定明まこて 四の口ぃ四、つ備仔重‘いよ害るで度そな震う画的明建対をん制いに届例の
窓と同必必の築け輿＇ 備 とらでとの各地指で 機部 いな挙点震でうに指すにの地災必整な記築策図が限の違けが建
U のけ要要両にて促

条プ
かごに街々 Ix．定す 能 副新てとの的 災 すと 強 導°すよ 域 の要理復さ王をつ ‘す で反山求 築

で詳出でに者関い進 神で説なづの‘が文の都長ーを供に復°いいにそすうがよが事興れと指た市る ‘ しにめ制
確細のすなにしる区い戸す明り＜整千なー導心田整促給都輿まう街よこめな 被 うあ業のて協薄り長も直たすて限
睾に必゜り適て地域 巾がしまり備 二 さ市入の駅備進 ‘市促たのづつでる法災にりなた い議 し ‘は の接場ぎいと
しっ要 ま合は域 ← に震 ‘たしが目百れ点 ・核 周目す都機進 ‘か くて ‘こ定しあまとめまでた言I建でに 合ずるは
てい性 すし ‘でのよ災都とだ痙標 二 ヘ復拠に辺標ぺ市能地こ条り少屈とのたます

が
のにすきり幽物は建の ‘の巽

ドて‘ のた法の指る復市こ 造に十合興点ふ地←き基の域の 例 をしけは事場り 、事は°るす的のあ築罰屁はな
-』 ^ -. ^ --^「.̂→ ~ ^ -̂「--E ~ _ E - ．． 9 -. - - - [＇- T ---• ご ： ム― - ^ : --．--―^ ：ー；ご．ム・ー・=- xマ

う とし さ印てるスよる す出つで出所民要出貞 うも求者軽もり用 るためてと
かのな短 Q せのはよ土ぅこ身°をいにさ得票かさ貼―°のめを い の ‘形 短 A べ‘たはき短 Q
゜:f-1ナ時 るあ ‘ぅ銭てとエ さて給せの記あせ付般 でる採こが担態時 き身ら‘に時
つれ間 とる連なのすは保 せは勺ま扶載れて-‘的 な書用と多当が問 で元よと提間
にば雇 こ身帯場出が一証 る
し

‘所す養事ばい に く類すかくす臨労 し保いの出労

t 
と用 ろ元保合納 ‘般杏 と源得゜控項健ま労は てとるら ‘る時働 よ証でよさ働
-：：：の管 も保証-事従的の こ泉のな除証康す働 ‘ も必と ‘立仕的者 う書しうせ者
皇こ理 あ証人な務事に提 ろ徴あお申明診゜契瞑 よずき止任字なは かをよなるを
ぃと者 り書のどをすは出 も収っ ‘佳害断ま約歴 いしに社のもも ‘ °提うも書採
ででを まを記に扱る少を あ祟た入書 ‘書た書書 でも提員度怪のそ 出かの類用
しす選 す f足名よわ業な求 りの人太卜を給 ‘‘ をへ し同山労合易での さ ゜をとす
ょか、 イ壬 °出押っせ務いめ ま提にま提与住必提写 ょじを働もなあ犀 せま求しる

＠ 雇い入れにあたって(3)

串
業
主
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
を
常
時
十
人
以
卜
雇
用
す

る
事
業
所
ご
と
に
、
短
時
間
雇

用
管
碑
者
を
選
任
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
第
九

条
、
同
広
施
行
規
則
第
二
条
、

第
三
条
）

多
く
の
。
ハ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、

自
ら
が
す
べ
て
の
パ

ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
に
つ
い
て
き
め
細
や

か
な
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
は
困
難
な
面
が
多
い
の
て
、

宇
業
所
の
人
事
管
国
に
つ
い
て

ユ旦
任
を
有
す
る
者
（
人
事
労
務

田
当
部
課
長
以
上
の
者
）
を
短

時
間
雇
用
管
呻
者
に
選
任
し
所

轄
の
婦
人
少
年
室
長
あ
て
に
選

任
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

短
時
間
雇
用
宵
岬
者
の
邸
務

は
、
事
楽
主
の
指
ホ
に
詰
っ
ぃ

て
。ハ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
関

す
る
必
要
な
措
置
を
検
討
、
実

施
し
、
必
要
な
場
合
に
は
事
業

主
に
対
し
て
助
言
を
打
う
こ
と

で
す
。

①
雇
い
入
れ
時
の
労
働
条
件

の
明
示
に
関
す
る
こ
と

②
就
業
規
則
の
整
備
に
閃
す

る
こ
と

③

労

働

時

間
に
関
す
る
こ
と

④
労
働
契
約
の
期
間
に
関
す

る
こ
と

⑤
賃
金
に
関
す
る
こ
と

⑥

安

全

衛
生
に
関
す
る
こ
と

⑦
教
育
訓
練
に
関
す
る
こ
と

⑧
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と

⑨
通
常
の
労
働
者
へ
の
応
募

機
会
の
付
与
に
関
す
る
こ
と

⑩
そ
の
他
雇
用
管
浬
の
改
善

等
に
関
す
る
こ
と

⑪
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

職
業
生
活
に
つ
い
て
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
相
談
に

応
じ
る
こ
と

⑫
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

雇
用
管
理
の
改
善
な
ど
に
つ

い
て
関
係
行
政
機
関
と
の
連

絡
に
関
す
る
こ
と

誓
が
主
た
る
職
務
で
す
。

社
会
保
険
労
務
士
〗

〔

岡

西

英

二

郎

7月31日からポートライナー全線復旧

神戸商工会議所貸会議室をご利用ください／

ボー トライナー全線復旧に伴い、以前どおり 三宮から便利にお越しいただけるよ

うになりました。

会議室をおさがしの方は、ぜひ一度お問い合わせ下さい。

会議室をご案内させていただきます。

今お考え中の方もパンフレットを送付させていただきますので、お気軽にお電話

下さい。

ご使用内容に応じた貸

【申し込み・問い合わせ先】 総務部 匹 30 3 -5 8 0 4 

〔会館概要〕

〔交通〕

（セールス
ポイント ）

〔賃貸条件 〕

敷

【問い合わせ先】

神戸商工会議所会館

命

総務部

テナント募集

所在地 神戸市中央区港島巾町6丁目 1番地
7月31日旧）ボートライナ ーいよいよ仝線開通
二宮駅からポートライナーで約10分、市民広場駅下市徒歩約3分、三＇宮から非で約10分
広大なアトリユウムを擁するとともにグレードの高いシティホテルが併設され得意

先の接待なとに便利。整備の整った会議室や展示場があり、テナント割引料金で利

用できる。

貸宅面積

月途
賃料

共益費

付加使用料

神戸商工会議所会館 事務所棟9陪

会館9階
事務室

月額 440, 000~2, 180, 800円（3,600円／面）
月額 155, 200~ 769, 300円 (1,270円／nf) ．
貸宇内における電気料 使用実禎額を請求致します。

消掃料 (9階部分）月額 13,000~65, 000円
貸倉庫料 (9階部分）月額 5, 000~ 6, 000円
※いずれも消費税が別途必要です。

星本は賃料の20カ月分（相談に応じます）
敷金は予約契約時に30%、入居時に残額70％をお文払い頂きます。
岱 303-5804

122. 22~605. 77 rrf（契約面稼は堅芯計算とする）

乙 ゜

-▼贔ヽ
伽 LmJKOEE

乙 インターナショナル・トレーニング・サーピスは、人と企業、人と人とのつながりを大切に考え、人との身近なふれあいからグローバルな活動まで輻広く展開しています。
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人材派遣
(ITS CAREER) 

スペシャリストをタイムリーに派遣いたします。

■オフィス業務全般
OA機器操作
翻訳、通訳

TEL. (078) 392-8082 

〒650

在宅サービス
四宅介護・家弔援助）

お年寄りや病気の方のお世話、産後ケア、 i青掃、
一般家事等をしっかりサポートいたします。

TEL. (078) 333-7980 

ワープロ入力
モデム回線を駆使し、広域ネットワークで遠限地

でも迅速な処理ができます。

■使用機種
OASYS. NEC-98. MACII si 

TEL.(078)333-0711 

神戸製鋼グルーブ

底紐インターナショナル・トレーニング・サービス
神戸市中央区江戸町95（リクルート神戸ビル） TEL(078)392-5102 FAX (078)392-8085 



平成 7年 8月10日 KOBE会議所ニュース （平成2年6月22日第3種郵便物認可） (16) 

◎経営に関するこ相談は、 各支部・支所へ
(9:00~17:15 土・日曜・祝日休み）

東神戸支部

ホ

灘区桜口町1-1-4 セントラルプラザ六甲1階
岱 843-2121

中央支 部
中央区三宮町1-9-1-805 センタープラザ東館8階

岱 331-0012

兵痺支部
兵謄区大開通2-3-18 神戸木材会館1階

匹 577-1110

iヒ 支 所
北区鈴蘭台西町1-2 7 -1 5 市木ビル1階

匹 593-480 0 

西神戸支部
長田区大橋町3-1-13 ケミカ）レジューズ産業会館3階

む641-3185

垂水支部
垂水区日向1-6 -1 -2 0 6 レバンテ垂水三番館2階

む706-1234

産業復典支援

センター

中央区港島中町6-1（神戸商工会議所会館4階）
岱 30'.'l-1001

※垂水支部でも法律相談を開始しました。 （第2、

’~ 
瓜

．．
 

山

バ

平
I
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工 ＇

4月曜日）

•中央支部が
センタープラザで累務再闊
中央区三宮町 1-9-l -805センタープラザ東館 8階
岱 331-0012 FAX331-0065 

未再開

6, 246件
(53. 6%) 

〔図 2〕

平成7年3月調査
（総数11,651件）
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再開
5,405件
(46. 4%) 

今
回
の
調
杏
で

対
象
と
な
っ
た
六

区
全
体
の
衷
災
前

の
店
舗
数
は
一
カ

一
千
六
百
五
十

一

店
舗
、
う
ち
営
業

が
再
開
さ
れ
て
い

る
も
の
は
七
千
四

百

七

十

七

店

舗

む
，
＂
ヽ
"
{
い
い
．

未再開
4, 174{牛
(35. 8%) 

〔図 1〕

平成7年7月調査
（総数11,651件）
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で
調
査
、
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

七
月
十
七
日
結
果
発
表
し
た
。

調
査
対
象
は
被
害
の
大
き
か
っ

た
束
灘
、
灘
、
中
央
、
兵
庫
、

長
田
、
須
磨
の
六
区
に
あ
る
仝

商
店
街

・
小
売
巾
場
訂
二
百
九

十
六
団
体
（
う
ち

固
店
街
―
―
白
十
六

団
体
、
小
売
市
場

八
十
団
体
）
。

調
査
期
間
は
六

月
下
旬
か
ら
七
月

上
旬
。
支
部
の
経

営
指
尊
員
に
よ
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
と
実

地
調
査
の
形
で
行
っ

こ。t
 

再開

7. 477件
(64. 2%) 

本
所
で
は
、
裳
災
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
市
内
の
商
店
街

・

小
売
市
場
の
復
旧
・
復
興
状
況

を
定
期
的
に
調
査
し
て
き
た
が
、

こ
の
度
、
半
年
を
経
過
し
た
時

点
で
の
状
況
を
神
戸
市
と
共
同

二
百
九
十
六
団
体
を
調
査

街
の
減
少
・

環
境
整
備
が
課
題

や

（
六
四

・
―
―%）

〔図
ー
〕゚

―――

月
中
旬
に
実
施
し
た
前
回
調
食

で
は
再
開
件
数
は
五
千
四
白
五

店
舗
（
四
六•

-=％
)
〔図
2

〕

で
あ
っ
た
の
で
、
再
開
率
は
、

前
回
調
査
時
点
よ
り
一
八
％
弱

上
回
っ
て
お
り
、
若
実
な
伸
び

を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
衷
災
直
後
の
一
月
下

旬
に
、
半
年
後
の
再
間
見
込
み

件
数
を
聞
い
た
調
査
で
は
、

万

千
七
百
八
十
九
店
舗
（
四
九

・

七
％
）
が
再
開
す
る
だ
ろ
う
と

の
予
想
が
示
さ
れ
て
お
り
、
今

同
の
調
査
に
よ
っ
て
関
係
者
の

予
想
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
復
旧

・

復
興
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

再
開
状
況
を
幽
店
街
・
市
場

別
に
見
る
と
函
店
街
が
六―
-•

四
％
、
巾
場
が
六
七
・
七
％
。

ま
た
各
区
別
の
内
訳
で
は
、
兵

庫
区
か
八

0
.
-％
と
最
も
再

開
率
が
高
く
、
以
下
、
須
磨
区

七
九

・
六
％
、
東
灘
区
六
一．一

・

八
％
、
中
央
区
六

0
．
八
％
、

灘
区
五
六

・
七
％
、
長
田
区
五

ニ

・
四
％
と
続
い
て
お
り
、
被

潔
深
深
涵
窯
渓
渓
芙
渓
渓
溌
潔
潔
涵
深3
i
}
€
'
A
[

ヒゴ芦てのな
も
注
復成 ＿

［ 
―輿長十
計が ―
こ画 期世
めの待紀
る中さへ
マ核
Jレ事
礼向

チ
け

メ業神て
デと 一戸大
ィし 巾き

害
の
特
に
大
き
か
っ
た
灘
区
、

長
田
区
の
再
開
が
遅
れ
て
い
る
。

再
開
し
た
店
舗
中
に
占
め
る

仮
設
店
舗
の
割
合
を
見
る
と
、

六
区
全
体
で
は
、
七
千
四
百
七

十
七
店
舗
の
う
ち
六
百
七
|
八

店
舗
（
九

・
一
％
）
か
仮
設
に

よ
る
再
開
と
な
っ
て
い
る
。
各

区
別
の
内
訳
で
は
、
長
田
区
―
-―

四

・
七
％
、
束
灘
区

一
六

・
一

％
、
混
区
―

-
．
．
 五
％
が
全
体

の
平
均
値
を
上
回
っ
て
お
り
、

以
下
、
兵
庫
区
六
．

0
％
、
須

磨
区
一―

-•
五
％
、
中
央
区―
-•

．
一
％
と
続
い
て
い
る
。

今
回
の
悶
令
で
は
各
団
体
が
、

現
在
抱
え
て
い
る
課
起
や
問
題

点
に
つ
い
て
も
聞
い
て
い
る
が
、

「
来
街
者

・
周
辺
人
口
の
減
少

や
環
塙
幣
備
の
遅
れ
」
を
指
摘

す
る
声
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
施
設
の
早
期
修
復
及
び
補
修

や
建
て
習
え
に
か
か
る
資
金
間

題
]
さ
ら
に
「
商
業
者
間

・
池

樅
者
問
に
お
け
る
復
旧
・

復
興

に
向
け
て
の
意
見
の
食
い
違
い
」

を
挙
け
る
声
も
あ
り
、
当
事
者

間
の
思
惑
の
違
い
が
復
旧

・
復‘
、5
,

k
 

事
柴
と
し
て

教
育
用
ソ
フ

ト
の
開
発
を

合
め
、

女

、̀A

タ
ヵ

こ
テ

ー

~' 

さ
ら

巨
人
化
し
て

い
く
う
え
で

湘
淑
旦

I
I
I
I
I
I
I
I
 _
_
_
 1
1
1

ーーー
1
1

ーー
1

ー1

一
ヤ
ノ
電
器
株
式
会
社

〔設
立
〕
昭
和
五
十
二
年
十
月

一
日

〔本
社
〕
神
戸

一

i

市
近
区
大
津
和
ニ
ー
七
ー
―
二

5
9
7
4
.
2
9
3
1
〔
代
表
者
〕
矢
野
i

一
孝
碩
〔
資
本
金
〕
一
丁
万
円

〔営
業
内
容
〕
電
熱
機
器
お
よ
び
金
型
加
熱

ー

装
溢
設
計

・
製
造
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
機
器
の
開
発

・
製
造
お
よ
び

一

一
販
売
、
教
育
分
野
で
の
コ
ン
ビ

f
ー
タ
ー
の
応
用

・
シ
ス
テ
ム
の
開
発

一

ーー
1

ー9
1
1
1
1

ー1
1
9
9
1
1
1
9
1

ー1
_
1
1
,

9
_
_
_
 1

ーー
1

ーーー
1
_
_
_
_
_
_
 1
9
1
1

ー1
ー

ア
産
業
。
こ
の
産
業
と
と
も
に
開
発

・
製
造

・
販
光
を
中
心
に

将
来
へ
向
け
た
飛
躍
が
期
待
さ
事
業
を
進
め
て
き
た
。

れ
る
の
が
ヤ
ノ
電
器
（
株
）
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
は
、
事
業
の
ぬ

設
立
当
初
は
、
工
場
向
け
の
点
で
あ
る

「
C
&
E
（
コ
ミ
ュ

電
気
式
加
熱
装
置
の
製
造
か
中
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
エ
デ
ュ
ケ
ー
ジ
ョ

心
で
あ
っ
た
か
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
ン
）
」
を
テ
ー
マ
に
、
教
育
分
野

タ
ー
の
上
で
問
題
を
解
決
し
て
い
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
応
用
、

く
過
程
を
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
ジ
ス
テ
ム
の
開
発
に
力
を
注
い
で

は
、
教
育
の
原
点
で
は
」
と
の

観
点
か
ら
、

十
年
前
か
ら
コ
ン

役

ビ
ュ

ー
タ
ー

締取表t
 

.1 

紐
碩
丘
孝予
器
里
-

償
矢
ャ

欠
か
せ
な
い

記
懐
装
圏
の

い
る
。

と

興
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
状

況
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
ま

た
、
「
経
営
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
難
、
廃
柴
な
と
に
よ
る
構

成
員
の
咸
少
や
空
店
舗
増
加
な

ど
に
よ
る
組
織
力
の
低
下
」
を

訴
え
る
意
見
も
多
く
出
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
問
団
は
、
商
店
街

・

小
売
市
場
が
従
来
か
ら
掏
え
て

い
た
構
造
的
な
問
題
で
も
あ
り
、

衷
災
に
よ
る
釘
撃
が
、
そ
れ
ら

を
一
涵
顕
在
化
さ
せ
る
結
果
と

な
っ
た
も
の
と
言
え
る
。

ま
た
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
悩

み
や
課
題
は
、
醐
業
者
自
身
の

取
り
組
み
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
問
題
も
多
く
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
商
店
街

や
小
売
市
場
は
、
単
に
尚
業
施

設
と
し
て
の
機
能
ば
か
り
で
な

く
地
域
住
民
や
来
街
者
か
触
れ

合
っ
活
気
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
形
成
に
平
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
復
旧
・
復
輿
が
進
め

ら
れ

る
こ
と
は
、
神
戸
全
体
の
復
興

に
向
け
た
ム
ー
ド
づ
く
り
を
高

す
で
に
幾
何
学
や
力
学
な
ど

の
教
育
ソ
フ
ト
を
は
じ
め
、

「C
o
,

s
m
o
l
o
g
y
 
o
f
 
K
Y
O
T
0
／
京

都
千
年
物
語
」
と
類
し
た
ケ
ー

ム
ソ
フ
ト
の
製
品
化
な
ど
も
手
掛

け
て
お
り
、
当
時
の
文
化
や
生

店
、
宗
教
忠
想
ま
で
も
体
験
す

”し
9

涵
潟
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本所を訪れたリンツ駐日フィンランド大使（左）（右は牧会頭）

震
災
後
、
す
で
に
六
ヵ
月
が

経
過
し
た
か
、
東
京
か
ら
各
国

大
使
ら
の
衷
災
見
舞
い
を
兼
ね

た
本
所
へ
の
表
敬
訪
問
か
相
次

い
で
い
る
。

去
る
六
月
一二
十
日
に
は
、
ウ

ィ

ヴ
ァ
ー
ズ
駐

R
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
人
使
が
ペ
イ
ト
ン
在
大
阪

総
領
事
と
と
も
に
、
七
月
|

-

,

i-

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の

画
像
処
罪
の
美
し
さ
は
海
外
で

も
高
い
評
価
を
得
て
い
る。

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
は
近
い
将

来
、
社
会
構
造
そ
の
も
の
を
変

革
さ
せ
る
叫
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
が
、
現
段
階
で
は
ま
だ
過
渡

期
に
あ
る
と
二
＝
え
ま
す
。
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
は
人
間
に
た
と
え
る
と
、

神
経
に
あ
た
る
部
分
で
す
か
ら
、

い
つ
の
問
に
か
テ
レ
ビ
電
話
が
ど

こ
の
家
庭
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
、
と
い
う
よ
う
に
ご

く
自
然
に
生
活
の
中
に
入
っ
て

い
く
ぺ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、

一
般
の
方
々
で
も

使
い
や
す
い
ハ
ー
ド
や
ソ

フ
ト
を

提
供
し
て
い
く
の
が
私
た
ち
の
使

命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

ま
た
、
今
回
の
衷
災
で
被
災

各
国
大
使
の

表
敬
訪
問
相
次
ぐ

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、

イ

め
る
上
で
も
重
要
な
事
柄
で
あ

る。

ン
フ
ラ
の
整
備
や
住
宅
の
早
期

建
設
な
ど

一
刻
も
早
い
取
り
組

み
が
望
ま
れ
る
。

日
に
は
ア
ー
メ

ッ
ド
駐
日
パ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
大
使
か
牧
会
頭
を

表
敬
訪
問
し
た
。

会
談
で
は
、
牧
会
頭
よ
り
神

戸
の
状
況
に
つ
い
て
、
予
想
以

上
に
早
い
ス
ビ
ー
ド
で
復
興
が

進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
、
各
国
大
使
ら
も
、
神
戸
の

町
に
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ

と
を
実
感
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

四
月
以
降
の
表
敬
訪
問
者
は

以
下
の
通
り
。

•
四月
三
日

デ
ィ
ー
ク
マ
ン
駐
ロ
ド
イ

ツ
大
使

•
四
月
十
八
日

デ
ル
カ
ー
ド
駐
日
キ
ュ

ー

バ
人
使

•
五
月
十
九
円

リ
ン
ツ
駐
ロ
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
大
使

し
た
企
楽
の
事
業
再
建
を
支
援

す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た

「
イ
ン

タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

そ
こ
で
は
、

と
い
う
情
報
適
信
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
も
参
加
し
て
お
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
デ
ィ

ア
、
印
刷
媒
体
な
ど
を
活
用
し

て
、
被
災
企
業
の
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
が
国
内
外
へ
と
発

信
さ
れ
て
い
る
。
「
イ
ン
タ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
既
存
産

業
の
支
援
と
新
し
い
産
柴
の
創

迄
、
人
材
の
育
成
を
目
指
す
も

の
で
す
。
被
災
地
復
興
の
一
助

に
な
れ
ば
よ
い
の
て
す
が
。

私
た
ち
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
市

業
を
通
じ
て
最
終
的
に
日
指
す

も
の
は
、
自
然
と
便
和
さ
と
の

u年
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
教
白

分
野
を
は
じ
め
、
地
域
の
発
展

の
た
め
に
役
立
つ
事
業
辰
開
を

□指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
」

（社）プレハブ建築協会会員
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弊社では上記の通り、仮設建物のリース・販売・請負など承っております。

資料提供・担当スタッフによるご相談（無料）もお受けいたします。

♦プレ八ブ各種（事業所・店舗・倉庫・住宅）・ユニットl＼ウス・仮設トイレ・各種備品

※相談（無料）／調査／設計／施工
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